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２
月
19
日
、
蜷
城
小
学
校
に
お
い
て
創
立

１
５
０
周
年
記
念
の
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

能
楽
師
大
倉
正
之
助
氏
の
大
鼓
の
音
と
、

世
界
で
活
躍
す
る
書
家
加
藤
シ
オ
ー
氏
に
よ

る
「
龍
」
の
大
書
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
迫
力

に
、
会
場
か
ら
は
感
嘆
の
た
め
息
が
漏
れ
て

い
ま
し
た
。

５
月
11
日
、
市
内
の
中
学
校

で
体
育
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

杷
木
中
学
校
で
は
、
生
徒
数

の
減
少
に
よ
り
、
本
年
度
か
ら

２
班
に
分
か
れ
競
技
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
短
い
準
備
期
間
で
立

派
に
体
育
祭
を
や
り
遂
げ
た
生

徒
さ
ん
達
の
は
じ
け
る
よ
う
な

笑
顔
に
、
た
く
さ
ん
の
元
気
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

表
紙
の
風
景

議
員
の
１
枚

広
報
委
員
会
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【一般質問追跡】
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　令和５年１０月１９日～２０日、京都
府宇治市で開催された「第２５回全国鵜
飼サミット宇治大会」に参加しました。

鵜飼が存続し、原鶴の活性化や朝倉市の観光
振興にプラスになると体感することが必要。
前向きに検討したい。

全国鵜飼サミットに鵜匠だけでなく、行政職
員も参加し、参加者の声を聞き、意見を取り
入れてはどうか。　（令和５年３月定例会）

▲

伝
統
あ
る
原
鶴
の
鵜
飼

６月13日

６月18日～20日

６月20日

６月21日～25日

６月28日

次回定例会の予定

開会日

一般質問

議案質疑

常任委員会

閉会日 

※６月７日の議会運営委員会
で変更になる場合があります。

３
月
議
会
の
一
般
質
問
で

は
、10
人
の
議
員
が
持
ち
時
間

70
分
を
存
分
に
使
い
、熱
い
議

論
を
交
わ
し
ま
し
た
。議
会
事

務
局
で
は
、４
月
に
本
市
初
と

な
る
女
性
局
長
が
誕
生
。新
た

な
風
を
吹
き
込
ん
で
く
れ
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
梅
雨
に
入
り
ま

す
。議
員
一
同
、皆
さ
ま
の
無

事
、安
穏
の
た
め
に
全
力
を
注

ぎ
ま
す
。

く
ま
も
と

ま
さ
ひ
ろ

と
く
な
が

ひ
で
と
し

ひ   

の

や
す
の
ぶ

い
い  

だ

い
し  

い

さ 

な
え

せ
い  

じ

わ
た
な
べ

つ
よ
し
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す

け
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各会計の当初予算額

※企業会計の予算額については、収益的および資本的支出の合計額です。
※１万円未満切り捨てのため、計が一致していません。

ここが知りたい財政用語

歳出

◇扶助費　…高齢者、児童、障がい者等を

　　　　　　支援する費用

◇人件費　…職員給与、社会保険料、議員

　　　　　　等の報酬等

◇公債費　…事業を行う時に借りたお金の

　　　　　　返済金

歳入

◇市税　　…市民税、固定資産税、軽自動

　　　　　　車税等

◇地方　　…国税の一部が市の財政状況に

　交付税　　応じて配分されるもの

◇国庫・　…市が行う事業に対して

　県支出金　国・県から交付されるお金

◇市債　　…事業の財源に充てるための国

　　　　　　や金融機関からの借入金

地方創生に重点をおいた予算

令和６年度予算の特色

▶夢と希望と笑顔があふれ、誰もが
 住みたいまちづくりを進める

【予算の概要】【予算の概要】

４３４ ６,０００億 万円

令和６年度一般会計予算

和
６
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
令
和

５
年
度
と
比
較
し
８.

３
パ
ー
セ
ン

ト
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
は
、
朝
倉
市
復
興
計
画
に
お

い
て
、
被
災
地
が
新
た
な
魅
力
と
活
力
あ
ふ

れ
る
地
域
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
「
発
展
期
」

の
１
年
目
に
な
り
ま
す
。

　
平
成
29
年
及
び
令
和
５
年
７
月
の
豪
雨
災

害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
を
迅
速
に
進
め
、
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
移
住
・
定
住
の
促
進
や
関
係
人
口
の
増

加
を
目
指
す
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
保
育
や
看
護
人
材
を
確
保
す
る
た
め
の
予

算
も
計
上
さ
れ
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

の
情
報
発
信
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

１．前年度当初予算と比較し

　 ３３億３,０００万円の増

２．令和５年７月の豪雨災害により

　 災害関連予算は約２４億円増の約８５億円

３．災害関連以外の通常分は

　 過去最大規模の約３５０億円

歳 出 歳 入

４３４億
６,０００万円

依存財源その他
２０億７,８５９万

２千円
扶助費

５９億４,０８９万円

人件費
５３億７１７万

１千円

公債費
３０億１,０９９万

７千円

災害復旧費
６３億４,６５６万

５千円

繰出金
２８億４,８９７万

１千円

補助費
４２億７,１０３万

９千円

その他
２４億４,８６２万

７千円

物件費
４９億２,１３３万

２千円

普通建設事業費
８３億６,４４０万

８千円

市税
７２億４,９５１万円

分担金・負担金
使用料・手数料
６億２,９９６万

１千円

諸収入・
自主財源その他
７２億９,７６３万

１千円

地方交付税等
（臨財債含む）

７８億５,４００万円

国庫支出金
４５億２,６９３万

１千円

県支出金
７３億２,８０７万

５千円

市債（臨財債除く）
６４億９,５３０万円

４３４億
６,０００万円

区　　分

一般会計（１）

特別会計　小計（２)

企業会計　小計（３)

合計（１）＋（２）＋（３)

住宅新築資金等貸付

401億3000万円

146億5785万円

659万円

74億3030万円

71億2288万円

3億0741万円

10億5516万円

61億6579万円

59億1681万円

1億6937万円

9億9157万円

1242万円

47億4344万円

607億0466万円

434億6000万円

146億6057万円

573万円

74億6026万円

70億2026万円

4億4000万円

11億5129万円

60億4328万円

61億7944万円

1億6914万円

11億1034万円

536万円

48億9459万円

643億0001万円

33億3000万円

272万円

△85万円

2996万円

△1億0262万円

1億3258万円

9612万円

△1億2251万円

2億6263万円

△23万円

1億1877万円

△706万円

1億5115万円

35億9535万円

8.30％

0.02％

△13.03％

0.40％

△1.44％

43.13％

9.11％

△1.99％

4.44％

△0.14％

11.98％

△56.83％

3.19％

5.92％

国民健康保険

後期高齢者医療

介護保険

工業用水道事業

水道事業

簡易水道事業

下水道事業

事業勘定

直営診療施設勘定

令和５年度
当初予算額

（A)

令和６年度
当初予算額

（B)

対前年度比較

増減額
（B)－（A)

増減率

協 働 魅力発信促進事業
(アサクラクリエイター×アサクラアンバサダー)

１０９万円

映像クリエイターの育成や、朝倉にゆかりの

ある著名人・インフルエンサー等の任命によ

り、朝倉の魅力を創出・発信します。

防災 河川監視カメラ設置事業

２０３万円

原鶴調整池付近に監視カメラを新設します。

保健・
福祉・
医療 １,０９０万円

看護人材確保のため、新規採用看護師へ就

職奨励金の支給・奨学金返済の一部補助を

行います。また、看護学生に対し家賃の一

部補助を行います。

生涯
学習

e-Sports交流事業

３９０万円

モデルコミュニティ(１か所)において、e-Sports

交流大会を開催し、世代間交流を促進します。

観光

１,５２０万円

宿泊・日帰り割引クーポン券等を発行し、

市内への誘客を促します。

学校
教育

教員業務支援員
配置事業

１２６万円

教員の負担軽減を図るため、教員業務のサポ

ートをする支援員を配置します。

第３次朝倉市総合計画の基本目標等に沿った

令和６年度 注目事業
議員が注目した予算を紹介します

（予算委員会の質疑はＰ.４、５）

誰
も
が
尊
重
さ
れ
支
え
あ
い
、

市
民
と
と
も
に
創
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

生
き
る
力
を
育
み
、
生
涯
成
長
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

活
力
あ
る
産
業
と
魅
力
的
な
観
光
資
源
が
あ
る
ま
ち
づ
く
り

災
害
に
強
く
、
快
適
に
暮
ら
せ
る
安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、

健
や
か
に
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り

看護人材確保事業

あさくら旅行支援事業

e-Sportsとは

エレクトロニック・スポーツの略。ビデオゲーム等を

使った対戦を、スポーツ競技として捉える際の名称

※写真はイメージです。

2令和６年６月１日号　あさくら市議会だより
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ここが知りたい財政用語

歳出

◇扶助費　…高齢者、児童、障がい者等を

　　　　　　支援する費用

◇人件費　…職員給与、社会保険料、議員

　　　　　　等の報酬等

◇公債費　…事業を行う時に借りたお金の

　　　　　　返済金

歳入

◇市税　　…市民税、固定資産税、軽自動

　　　　　　車税等

◇地方　　…国税の一部が市の財政状況に

　交付税　　応じて配分されるもの

◇国庫・　…市が行う事業に対して

　県支出金　国・県から交付されるお金

◇市債　　…事業の財源に充てるための国

　　　　　　や金融機関からの借入金

地方創生に重点をおいた予算

令和６年度予算の特色

▶夢と希望と笑顔があふれ、誰もが
 住みたいまちづくりを進める

【予算の概要】【予算の概要】

４３４ ６,０００億 万円

令和６年度一般会計予算

和
６
年
度
一
般
会
計
予
算
は
、
令
和

５
年
度
と
比
較
し
８.

３
パ
ー
セ
ン

ト
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
令
和
６
年
度
は
、
朝
倉
市
復
興
計
画
に
お

い
て
、
被
災
地
が
新
た
な
魅
力
と
活
力
あ
ふ

れ
る
地
域
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
る
「
発
展
期
」

の
１
年
目
に
な
り
ま
す
。

　
平
成
29
年
及
び
令
和
５
年
７
月
の
豪
雨
災

害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
を
迅
速
に
進
め
、
災

害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
移
住
・
定
住
の
促
進
や
関
係
人
口
の
増

加
を
目
指
す
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
保
育
や
看
護
人
材
を
確
保
す
る
た
め
の
予

算
も
計
上
さ
れ
て
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策

の
情
報
発
信
が
重
要
と
な
り
ま
す
。

１．前年度当初予算と比較し

　 ３３億３,０００万円の増

２．令和５年７月の豪雨災害により

　 災害関連予算は約２４億円増の約８５億円

３．災害関連以外の通常分は

　 過去最大規模の約３５０億円

歳 出 歳 入

４３４億
６,０００万円

依存財源その他
２０億７,８５９万

２千円
扶助費

５９億４,０８９万円

人件費
５３億７１７万

１千円

公債費
３０億１,０９９万

７千円

災害復旧費
６３億４,６５６万

５千円

繰出金
２８億４,８９７万

１千円

補助費
４２億７,１０３万

９千円

その他
２４億４,８６２万

７千円

物件費
４９億２,１３３万

２千円

普通建設事業費
８３億６,４４０万

８千円

市税
７２億４,９５１万円

分担金・負担金
使用料・手数料
６億２,９９６万

１千円

諸収入・
自主財源その他
７２億９,７６３万

１千円

地方交付税等
（臨財債含む）

７８億５,４００万円

国庫支出金
４５億２,６９３万

１千円

県支出金
７３億２,８０７万

５千円

市債（臨財債除く）
６４億９,５３０万円

４３４億
６,０００万円

区　　分

一般会計（１）

特別会計　小計（２)

企業会計　小計（３)

合計（１）＋（２）＋（３)

住宅新築資金等貸付

401億3000万円

146億5785万円

659万円

74億3030万円

71億2288万円

3億0741万円

10億5516万円

61億6579万円

59億1681万円

1億6937万円

9億9157万円

1242万円

47億4344万円

607億0466万円

434億6000万円

146億6057万円

573万円

74億6026万円

70億2026万円

4億4000万円

11億5129万円

60億4328万円

61億7944万円

1億6914万円

11億1034万円

536万円

48億9459万円

643億0001万円

33億3000万円

272万円

△85万円

2996万円

△1億0262万円

1億3258万円

9612万円

△1億2251万円

2億6263万円

△23万円

1億1877万円

△706万円

1億5115万円

35億9535万円

8.30％

0.02％

△13.03％

0.40％

△1.44％

43.13％

9.11％

△1.99％

4.44％

△0.14％

11.98％

△56.83％

3.19％

5.92％

国民健康保険

後期高齢者医療

介護保険

工業用水道事業

水道事業

簡易水道事業

下水道事業

事業勘定

直営診療施設勘定

令和５年度
当初予算額

（A)

令和６年度
当初予算額

（B)

対前年度比較

増減額
（B)－（A)

増減率

協 働 魅力発信促進事業
(アサクラクリエイター×アサクラアンバサダー)

１０９万円

映像クリエイターの育成や、朝倉にゆかりの

ある著名人・インフルエンサー等の任命によ

り、朝倉の魅力を創出・発信します。

防災 河川監視カメラ設置事業

２０３万円

原鶴調整池付近に監視カメラを新設します。

保健・
福祉・
医療 １,０９０万円

看護人材確保のため、新規採用看護師へ就

職奨励金の支給・奨学金返済の一部補助を

行います。また、看護学生に対し家賃の一

部補助を行います。

生涯
学習

e-Sports交流事業

３９０万円

モデルコミュニティ(１か所)において、e-Sports

交流大会を開催し、世代間交流を促進します。

観光

１,５２０万円

宿泊・日帰り割引クーポン券等を発行し、

市内への誘客を促します。

学校
教育

教員業務支援員
配置事業

１２６万円

教員の負担軽減を図るため、教員業務のサポ

ートをする支援員を配置します。

第３次朝倉市総合計画の基本目標等に沿った

令和６年度 注目事業
議員が注目した予算を紹介します

（予算委員会の質疑はＰ.４、５）

誰
も
が
尊
重
さ
れ
支
え
あ
い
、

市
民
と
と
も
に
創
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
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使った対戦を、スポーツ競技として捉える際の名称

※写真はイメージです。
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シニア世代も楽しめるe-Sports

豊富なようで限りある水 設置場所に適した整備を

医療現場でも人材の奪い合い

こどもの笑顔は地域の宝 教職員の働き方改革に向けて

コミュニティ活動の拠点に（旧松末小校舎）

【予算審査特別委員会】【予算審査特別委員会】

地域医療を守るため

こども食堂の実施団体　掘り起こしを 教員の負担軽減に向けて

旧小学校校舎の活用は 斬新な事業に期待

―ｅ－Ｓｐｏｒｔｓ地域交流事業
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A
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水問題は待ったなし

―水政策

地域防災・安全のために

―消防水利整備事業

「予算審査特別委員会」の中で行われた

　質疑と答弁を抜粋して紹介します。

和
６
年
度
一
般
会
計

令

―杷木地域小学校跡地活用事業―看護人材確保事業

―教員業務支援員配置事業―こどもの居場所づくり事業

　これまでにない、新しい事業。どのような

思いで、事業を実施するのか。

　少子高齢化が進むなか、これまで以上に人

のつながりが重要になってきている。誰もが

参加でき、気軽に楽しめるｅ－Ｓｐｏｒｔｓ

の推進により、世代間交流を図りたい。

　今年度は、モデルコミュニティを選定し、

体験会等を実施する。今後は、市内コミュニ

ティに広げ、コミュニティ間の交流を図って

いきたい。

　旧松末小学校校舎のコミュニティセンター

としての活用について。改修工事の内容は。

　校舎は３階建て。１階をコミュニティセン

ター・調理室・会議室等、２階を地域の自治

公民館、３階を避難所として改修する。校舎・

体育館の窓ガラスは、現在の建築基準法に従

い整備を行う。

　併設する体育館の活用は。

　体育館・講堂としての機能のまま活用する。

　事業の目的は。

　全国的に看護人材が不足している。高度な

医療設備がある都市部に人材が流れてしまう

ため、地域での人材確保が重要になっている。

　事業の周知・広報はどのように行うのか。

　地域医療機関へ説明を行う。医療機関が職

員募集をする際、朝倉市で就職するメリット

として、活用してもらう。

　能登半島地震を受け、防火水槽の重要性が

認識されてきた。今後の設置要望について、

どのように考えるのか。

　防火水槽の設置は、地元からの要望を受け

て協議を始めている。

　埋設型やタンク型など、土地の形状に応じ

た防火水槽の設置になるのか。

　土地の形状や位置などの要件が協議項目に

なっている。

　地下水が枯渇している地域が出ている。工

業用水にも限りがある。日常生活や企業誘致

を考えるうえで、朝倉市全体で水の調査・確

保を図っていくための予算編成になっている

のか。

　当初予算では、そのような予算編成にはなっ

ていない。今後、様々な角度から、検討して

いきたい。

　教員業務支援員が配置されることになり、

教員は業務の負担軽減になる。新たに導入さ

れる統合型校務支援システムが軌道に乗るま

で、支援員の増員ができないか。

　支援員の配置による業務削減への効果や働

き方改革への影響を検証し、令和７年度以降

の増員について検討していく。

　新規事業であるが、どのような事業を行う

のか。

　こども食堂を実施する団体への運営補助、

実施団体間のネットワーク構築、新たな団体

の掘り起こしを目的としている。

　さらに市民に浸透させるため、身近な団体

への業務委託を行い、事業推進を図りたい。
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一般会計

　地域振興基金積立金（ふるさと応援寄附金）

　ふるさと応援寄附金の増に伴う返礼等経費

　甘木鉄道支援事業費

　甘木鉄道安全輸送設備等整備事業負担金

　障がい福祉サービス事業費

　農業水利施設等保全高度化事業等県負担金

　観光施設等整備事業基金積立金

　災害関連地域防災がけ崩れ対策事業費

４億５，０００万円

２億１，０００万円

２，０００万円

１，９１６万５，０００円

１億１，０４４万９，０００円

４，２５２万２，０００円

６１２万１，０００円

１億４，３９４万円

その他の３月補正予算

※ ３月補正予算の一部を抜粋しています。

※ この他に、国民健康保険特別会計、後期高齢者医療特別会計、水道事業会計、下水道事業会計の補正を

　 行いました。 小中学校給食費補助事業　　　　　１，４０９万円

消防団員の条例定数、出動手当の見直し

あまぎ水の文化村に
キャンプ場を整備

プレミアム商品券発行運営補助事業　５，９８０万円

【定例会概要】【定例会概要】

３
月
定
例
会
(
２
月
22
日
〜
３
月
19
日
)

　３
月
定
例
会
で
は
、
46
件
の
議
案
等
を
審
議
し
ま
し
た
。

　高
木
地
区
に
お
け
る
地
域
交
通
を
確
保
す
る
新
た
な
条
例
を
可
決

す
る
な
ど
、
全
て
の
議
案
に
つ
い
て
可
決
し
ま
し
た
。

　審
議
を
行
っ
た
議
案
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

朝倉市自家用有償旅客運送条例を
制定しました

高木地区において、地域住民の交通の確保・
福祉増進を図ります。
・佐田地区⇔甘木市街地（直通）
・黒川地区⇔杷木及び甘木市街地（直通）
１週間前～前日までに、電話で高木コミュニティ
センターへの予約が必要です。
　　　　　　　　　　（施行日：令和６年４月１日）

　
次
の
方
々
の
任
命
お
よ
び
選
任
に

同
意
し
ま
し
た
。

朝
倉
市
教
育
委
員
会

教
育
長

早
野
　
展
生 

氏 

(
一
木
)

は
や

の

の
ぶ

お

朝
倉
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員

中
尾
　
勝
幸
　
氏
(
堤
)

柳  

　
重
俊
　
氏
(
千
代
丸
)

藤
野
　
眞
奈
夫
　
氏
(
堤
)

早
川
　
洋
子
　
氏
(
甘
木
)

末
次
　
一
夫
　
氏
(
大
庭
)

草
場
　
雅
徳
　
氏
(
下
浦
)

な
か 

お

ふ
じ 

の

く
さ 

ば

は
や
か
わ

す
え
つ
ぐ

や
な
ぎ

か
つ
ゆ
き

ま

な

ぶ

し
げ
と
し

ま
さ
の
り

よ
う 

こ

か
ず 

お

　消防団員の条例定数を、979人から784人へ変更しま

す。令和３年の秋から、各分団において地元コミュニ

ティや消防委員、ＯＢ会等との協議を重ね、地域の実

情に応じた定数とするものです。

　また、出動手当についても見直しを行い、消防団員

の処遇改善を行います。　 ▶ 改正内容　Ｐ.１６参照

　自家用有償旅客運送とは、バスやタクシー事業が成り立たない

地域における輸送手段の確保が必要な場合に、市町村やNPO法人

等が自家用車を用いて提供する運送サービスです。

　あまぎ水の文化村「水

辺のふれあいゾーン」に、

寺内ダムの湖畔を活用し

たキャンプ場を整備しま

す。電源付きオートキャ

ンプサイトを整備するな

ど、キャンピングカーに

も対応でき、交流人口の

増加が期待されます。令

和６年８月３日オープン

予定です。

　 　▶ キャンプ場利用料

　　　　　　Ｐ.１６参照

　物価高騰対策として、小学校：月400円、中学校：

月500円の追加補助を行います。保護者負担は、据え

置きとなります。

　プレミアム付商品券発行への補助を行い、地域経済

の活性化を図ります。

　詳しくは、商工観光課 0946-28-7862（直通）まで。

　　　　　　　　　　　　 ▶ 委員会審査　Ｐ.９参照

お得な商品券で、経済の活性化を

消防団は地域防災の要

小学校の給食メニュー

（イメージ）
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同
意
し
ま
し
た
。

朝
倉
市
教
育
委
員
会

教
育
長

早
野
　
展
生 

氏 

(
一
木
)

は
や

の

の
ぶ

お

朝
倉
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員

中
尾
　
勝
幸
　
氏
(
堤
)

柳  

　
重
俊
　
氏
(
千
代
丸
)

藤
野
　
眞
奈
夫
　
氏
(
堤
)

早
川
　
洋
子
　
氏
(
甘
木
)

末
次
　
一
夫
　
氏
(
大
庭
)

草
場
　
雅
徳
　
氏
(
下
浦
)

な
か 

お

ふ
じ 

の

く
さ 

ば

は
や
か
わ

す
え
つ
ぐ

や
な
ぎ

か
つ
ゆ
き

ま

な

ぶ

し
げ
と
し

ま
さ
の
り

よ
う 

こ

か
ず 

お

　消防団員の条例定数を、979人から784人へ変更しま

す。令和３年の秋から、各分団において地元コミュニ

ティや消防委員、ＯＢ会等との協議を重ね、地域の実

情に応じた定数とするものです。

　また、出動手当についても見直しを行い、消防団員

の処遇改善を行います。　 ▶ 改正内容　Ｐ.１６参照

　自家用有償旅客運送とは、バスやタクシー事業が成り立たない

地域における輸送手段の確保が必要な場合に、市町村やNPO法人

等が自家用車を用いて提供する運送サービスです。

　あまぎ水の文化村「水

辺のふれあいゾーン」に、

寺内ダムの湖畔を活用し

たキャンプ場を整備しま

す。電源付きオートキャ

ンプサイトを整備するな

ど、キャンピングカーに

も対応でき、交流人口の

増加が期待されます。令

和６年８月３日オープン

予定です。

　 　▶ キャンプ場利用料

　　　　　　Ｐ.１６参照

　物価高騰対策として、小学校：月400円、中学校：

月500円の追加補助を行います。保護者負担は、据え

置きとなります。

　プレミアム付商品券発行への補助を行い、地域経済

の活性化を図ります。

　詳しくは、商工観光課 0946-28-7862（直通）まで。

　　　　　　　　　　　　 ▶ 委員会審査　Ｐ.９参照

お得な商品券で、経済の活性化を

消防団は地域防災の要

小学校の給食メニュー

（イメージ）
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詳細かつ慎重に 市政をチェック 本会議での委員長報告の動画はこちら 常任委員会　審査結果すべての議案を全員異議なく可決

常任委員会では、議案の詳細な審査と本会議への審査結果報告を行います。ここではその一部を紹介します。

総
務
文
教
常
任
委
員
会

処
遇
改
善
で
消
防
団
員
の
確
保
を

消
防
団
員
の
定
数
と
出
動
手
当
を

見
直
し
(
変
更
内
容
は
Ｐ
16
)

　
合
併
後
、
定
数
を
据
え
置
い
て

き
た
が
、
実
態
に
即
さ
な
い
も
の

と
な
っ
て
い
た
。
令
和
３
年
秋
か

ら
協
議
を
重
ね
、
地
域
の
意
見
を

踏
ま
え
た
各
分
団
か
ら
の
報
告
に

基
づ
き
、
新
定
数
を
決
定
し
た
。

　
定
数
見
直
し
の
経
緯
は
。

新
た
な
公
共
交
通
「
自
家
用
有
償

旅
客
運
送
」
を
高
木
地
区
で
開
始

　
従
来
の
あ
い
の
り
タ
ク
シ
ー
等
の

利
用
者
が
減
少
し
て
い
る
状
況
か

ら
、
生
活
交
通
の
維
持
に
つ
い
て
地

元
協
議
を
行
っ
た
結
果
、
地
元
で
主

体
性
を
持
っ
た
運
行
形
態
で
実
証
実

験
を
開
始
す
る
に
至
っ
た
。

　
新
し
い
運
行
形
態
の
導
入
に
至
っ

た
経
緯
は
。

　
令
和
３
年
に
国
が
示
し
た
基
準
に
合

わ
せ
て
お
り
、
今
後
さ
ら
に
見
直
さ
れ

る
可
能
性
が
あ
る
。
本
改
定
は
消
防
団

改
革
の
第
一
歩
と
考
え
る
。

　
出
動
手
当
の
金
額
の
根
拠
は
。

危
険
が
伴
う
仕
事
に
対
し
、
十
分

と
言
え
る
の
か
。

あ
ま
ぎ
水
の
文
化
村
に
キ
ャ
ン
プ
場

(
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
等
)
を
整
備

　
注
意
喚
起
の
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。
対
応
に
つ
い
て
ダ
ム
管
理
者
で

あ
る
水
資
源
機
構
と
協
議
す
る
。

　
ダ
ム
湖
畔
に
整
備
す
る
と
の
こ

と
だ
が
、
水
辺
の
安
全
対
策
は
。

　
指
定
管
理
者
で
あ
る
あ
ま
ぎ
水

の
文
化
村
が
行
う
が
、
オ
ー
プ
ン

か
ら
３
年
を
目
安
に
地
域
お
こ
し

協
力
隊
を
配
置
し
、
支
援
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

　
キ
ャ
ン
プ
場
の
運
営
は
ど
の
よ

う
に
行
う
の
か
。

環
境
民
生
常
任
委
員
会

保
険
料
に
影
響
を
及
ぼ
す
医
療
費
の
増
加

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
令
和
４
年
度
の
一
人
当
た
り
の

医
療
費
は
、
福
岡
県
が
全
国
１
位

で
あ
っ
た
。
朝
倉
市
に
お
い
て
は
、

入
院
費
が
医
療
費
を
押
し
上
げ
て

い
る
要
因
の
一
つ
。
令
和
３
年
度

の
統
計
に
な
る
が
、
骨
折
・
肺
炎
・

脳
梗
塞
に
よ
る
入
院
が
多
か
っ
た
。

ま
た
、
外
来
受
診
で
は
、
糖
尿
病
・

高
血
圧
・
不
整
脈
で
の
受
診
が
多

く
な
っ
て
い
る
。
福
岡
県
全
体
の

医
療
費
総
額
が
高
く
な
る
と
、
保

険
料
も
増
額
に
な
っ
て
い
く
。

　
医
療
費
の
適
正
化
に
つ
い
て
は
、

令
和
２
年
度
か
ら
保
健
事
業
と
介

護
予
防
の
一
体
的
な
取
組
を
行
っ

て
お
り
、
福
岡
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
と
連
携
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
１
人
当
た
り
の
医
療
費
が
、
令

和
４
年
度
で
は
県
平
均
１
１
７
万

円
に
対
し
、
朝
倉
市
は
１
２
０
万

円
と
高
く
な
っ
て
い
る
。
ど
の
よ

う
な
要
因
が
考
え
ら
れ
る
か
。

朝
倉
市
税
条
例
の
一
部
改
正

　
１
月
１
日
現
在
、
朝
倉
市
在
住

の
方
で
被
災
地
に
住
宅
等
を
所
有

し
て
い
る
場
合
に
該
当
す
る
。
今

後
、
被
災
地
か
ら
朝
倉
市
に
移
住

さ
れ
る
方
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
、

条
例
改
正
を
行
う
も
の
。

　
今
回
の
条
例
改
正
で
は
、
令
和
６

年
能
登
半
島
地
震
で
住
宅
・
家
財
等

の
資
産
に
損
害
が
生
じ
た
場
合
、
特

例
措
置
に
よ
り
令
和
６
年
度
分
の
個

人
住
民
税
か
ら
雑
損
控
除
を
適
用
で

き
る
。
朝
倉
市
で
は
、
ど
の
よ
う
な

場
合
に
該
当
す
る
の
か
。

消防署員による
消火栓の操作説明

市道認定　現地確認の様子

体も心も健康が一番

建
設
経
済
常
任
委
員
会

地
域
経
済
の
活
性
化
の
た
め
に

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行

総
額
の
変
更
に
つ
い
て

　
当
初
、
発
行
総
額
５
億
５
千
２

百
万
円
で
３
月
補
正
予
算
に
計
上

予
定
で
あ
っ
た
も
の
を
、
県
の
補

助
率
増
加
決
定
に
よ
り
、
７
億
２

千
万
円
と
す
る
。

　
内
訳
は
紙
の
商
品
券
で
４
億
８

千
万
円
、
電
子
商
品
券
(
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
)
で
２
億
４
千
万
円
。

　
な
お
、
プ
レ
ミ
ア
ム
率
は
20
パ
ー

セ
ン
ト
で
、
６
月
中
旬
か
ら
７
月
下

旬
の
一
次
予
約
を
予
定
し
て
い
る
。

市
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

　
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及

び
被
害
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法

律
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
令
和
６

年
４
月
１
日
か
ら
の
施
行
に
伴
い

市
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
。

　
保
護
命
令
制
度
の
拡
充
と
保
護

命
令
違
反
の
厳
罰
化
を
改
正
の
目

的
と
し
て
お
り
、
配
偶
者
か
ら
の

暴
力
等
を
容
認
し
な
い
社
会
の
実

現
と
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
て
規
定

の
整
理
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
今
回
の
改
正
を
認
め
た
。

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　
「
柿
添
８
号
線
」・「
柿
添
９
号

線
」・「
鬼
迫
５
号
線
」・「
大
添
６

号
線
」
は
、
朝
倉
市
土
地
開
発
市

道
要
綱
に
基
づ
く
開
発
行
為
に
よ

り
立
石
地
区
に
整
備
さ
れ
た
道
路

で
、
詳
細
な
説
明
を
受
け
た
後
に

現
地
調
査
を
行
い
、
問
題
が
な
か
っ

た
た
め
、
市
道
と
し
て
認
定
し
た
。

行
政
視
察
　
全
国
か
ら
(
そ
の
１
)

生駒市議会（奈良県）
い  こま

かみごおり

さん　だ

上郡町議会（兵庫県）

「自治体のペーパーレス化に

ついて」

朝
倉
市
の
取
組
が
、
全
国
各
地
の
議
会
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

三田市議会（兵庫県）

「豪雨災害からの復興について」

「平成２９年７月九州北部豪雨

の際の情報収集・発信および

豪雨災害の教訓を踏まえた情

報収集・発信について」
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委
員
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処
遇
改
善
で
消
防
団
員
の
確
保
を

消
防
団
員
の
定
数
と
出
動
手
当
を

見
直
し
(
変
更
内
容
は
Ｐ
16
)

　
合
併
後
、
定
数
を
据
え
置
い
て

き
た
が
、
実
態
に
即
さ
な
い
も
の

と
な
っ
て
い
た
。
令
和
３
年
秋
か

ら
協
議
を
重
ね
、
地
域
の
意
見
を

踏
ま
え
た
各
分
団
か
ら
の
報
告
に

基
づ
き
、
新
定
数
を
決
定
し
た
。

　
定
数
見
直
し
の
経
緯
は
。

新
た
な
公
共
交
通
「
自
家
用
有
償

旅
客
運
送
」
を
高
木
地
区
で
開
始

　
従
来
の
あ
い
の
り
タ
ク
シ
ー
等
の

利
用
者
が
減
少
し
て
い
る
状
況
か

ら
、
生
活
交
通
の
維
持
に
つ
い
て
地

元
協
議
を
行
っ
た
結
果
、
地
元
で
主

体
性
を
持
っ
た
運
行
形
態
で
実
証
実

験
を
開
始
す
る
に
至
っ
た
。

　
新
し
い
運
行
形
態
の
導
入
に
至
っ

た
経
緯
は
。

　
令
和
３
年
に
国
が
示
し
た
基
準
に
合

わ
せ
て
お
り
、
今
後
さ
ら
に
見
直
さ
れ

る
可
能
性
が
あ
る
。
本
改
定
は
消
防
団

改
革
の
第
一
歩
と
考
え
る
。

　
出
動
手
当
の
金
額
の
根
拠
は
。

危
険
が
伴
う
仕
事
に
対
し
、
十
分

と
言
え
る
の
か
。

あ
ま
ぎ
水
の
文
化
村
に
キ
ャ
ン
プ
場

(
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
等
)
を
整
備

　
注
意
喚
起
の
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。
対
応
に
つ
い
て
ダ
ム
管
理
者
で

あ
る
水
資
源
機
構
と
協
議
す
る
。

　
ダ
ム
湖
畔
に
整
備
す
る
と
の
こ

と
だ
が
、
水
辺
の
安
全
対
策
は
。

　
指
定
管
理
者
で
あ
る
あ
ま
ぎ
水

の
文
化
村
が
行
う
が
、
オ
ー
プ
ン

か
ら
３
年
を
目
安
に
地
域
お
こ
し

協
力
隊
を
配
置
し
、
支
援
す
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

　
キ
ャ
ン
プ
場
の
運
営
は
ど
の
よ

う
に
行
う
の
か
。

環
境
民
生
常
任
委
員
会

保
険
料
に
影
響
を
及
ぼ
す
医
療
費
の
増
加

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
令
和
４
年
度
の
一
人
当
た
り
の

医
療
費
は
、
福
岡
県
が
全
国
１
位

で
あ
っ
た
。
朝
倉
市
に
お
い
て
は
、

入
院
費
が
医
療
費
を
押
し
上
げ
て

い
る
要
因
の
一
つ
。
令
和
３
年
度

の
統
計
に
な
る
が
、
骨
折
・
肺
炎
・

脳
梗
塞
に
よ
る
入
院
が
多
か
っ
た
。

ま
た
、
外
来
受
診
で
は
、
糖
尿
病
・

高
血
圧
・
不
整
脈
で
の
受
診
が
多

く
な
っ
て
い
る
。
福
岡
県
全
体
の

医
療
費
総
額
が
高
く
な
る
と
、
保

険
料
も
増
額
に
な
っ
て
い
く
。

　
医
療
費
の
適
正
化
に
つ
い
て
は
、

令
和
２
年
度
か
ら
保
健
事
業
と
介

護
予
防
の
一
体
的
な
取
組
を
行
っ

て
お
り
、
福
岡
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
と
連
携
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
。

　
１
人
当
た
り
の
医
療
費
が
、
令

和
４
年
度
で
は
県
平
均
１
１
７
万

円
に
対
し
、
朝
倉
市
は
１
２
０
万

円
と
高
く
な
っ
て
い
る
。
ど
の
よ

う
な
要
因
が
考
え
ら
れ
る
か
。

朝
倉
市
税
条
例
の
一
部
改
正

　
１
月
１
日
現
在
、
朝
倉
市
在
住

の
方
で
被
災
地
に
住
宅
等
を
所
有

し
て
い
る
場
合
に
該
当
す
る
。
今

後
、
被
災
地
か
ら
朝
倉
市
に
移
住

さ
れ
る
方
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
、

条
例
改
正
を
行
う
も
の
。

　
今
回
の
条
例
改
正
で
は
、
令
和
６

年
能
登
半
島
地
震
で
住
宅
・
家
財
等

の
資
産
に
損
害
が
生
じ
た
場
合
、
特

例
措
置
に
よ
り
令
和
６
年
度
分
の
個

人
住
民
税
か
ら
雑
損
控
除
を
適
用
で

き
る
。
朝
倉
市
で
は
、
ど
の
よ
う
な

場
合
に
該
当
す
る
の
か
。

消防署員による
消火栓の操作説明

市道認定　現地確認の様子

体も心も健康が一番

建
設
経
済
常
任
委
員
会

地
域
経
済
の
活
性
化
の
た
め
に

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
発
行

総
額
の
変
更
に
つ
い
て

　
当
初
、
発
行
総
額
５
億
５
千
２

百
万
円
で
３
月
補
正
予
算
に
計
上

予
定
で
あ
っ
た
も
の
を
、
県
の
補

助
率
増
加
決
定
に
よ
り
、
７
億
２

千
万
円
と
す
る
。

　
内
訳
は
紙
の
商
品
券
で
４
億
８

千
万
円
、
電
子
商
品
券
(
キ
ャ
ッ

シ
ュ
レ
ス
)
で
２
億
４
千
万
円
。

　
な
お
、
プ
レ
ミ
ア
ム
率
は
20
パ
ー

セ
ン
ト
で
、
６
月
中
旬
か
ら
７
月
下

旬
の
一
次
予
約
を
予
定
し
て
い
る
。

市
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正
に

つ
い
て

　
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及

び
被
害
者
の
保
護
等
に
関
す
る
法

律
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
令
和
６

年
４
月
１
日
か
ら
の
施
行
に
伴
い

市
営
住
宅
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
も
の
。

　
保
護
命
令
制
度
の
拡
充
と
保
護

命
令
違
反
の
厳
罰
化
を
改
正
の
目

的
と
し
て
お
り
、
配
偶
者
か
ら
の

暴
力
等
を
容
認
し
な
い
社
会
の
実

現
と
い
う
こ
と
を
踏
ま
え
て
規
定

の
整
理
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
今
回
の
改
正
を
認
め
た
。

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

　
「
柿
添
８
号
線
」・「
柿
添
９
号

線
」・「
鬼
迫
５
号
線
」・「
大
添
６

号
線
」
は
、
朝
倉
市
土
地
開
発
市

道
要
綱
に
基
づ
く
開
発
行
為
に
よ

り
立
石
地
区
に
整
備
さ
れ
た
道
路

で
、
詳
細
な
説
明
を
受
け
た
後
に

現
地
調
査
を
行
い
、
問
題
が
な
か
っ

た
た
め
、
市
道
と
し
て
認
定
し
た
。

行
政
視
察
　
全
国
か
ら
(
そ
の
１
)

生駒市議会（奈良県）
い  こま

かみごおり

さん　だ

上郡町議会（兵庫県）

「自治体のペーパーレス化に

ついて」

朝
倉
市
の
取
組
が
、
全
国
各
地
の
議
会
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

三田市議会（兵庫県）

「豪雨災害からの復興について」

「平成２９年７月九州北部豪雨

の際の情報収集・発信および

豪雨災害の教訓を踏まえた情

報収集・発信について」
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【一般質問】

関係人口の拡充のための拠点施設

「コンネアサクラ」が完成しました。

　一般質問は、市の課題や方針等について、

議員自身の意見も交えながら市に考えを聞くも

のです。

　議会中継のページでは、生中継のほか、見

たい会議や議員名を選んで録画映像を視聴で

きます。

朝倉市議会　議会中継

スマホやパソコンから

明るい道路照明は
街のイメージも変える

柴山 恭子　議員
しばやま きょうこ

【一般質問】

一
般
質
問
者
10
人

誰
も
が
住
み
た
い

朝
倉
市
を
市
民
と
創
る
た
め
に

傍
聴
者
115
人

動画はこちら

質
問
項
目

① 

個
別
避
難
計
画
に
つ
い
て

② 

避
難
所
設
置
の
考
え
方
に
つ
い
て

③ 

街
灯
に
つ
い
て

④ 

補
聴
器
購
入
助
成
に
つ
い
て

⑤ 

た
め
池
の
補
修
に
つ
い
て

　
　
避
難
支
援
活
動
は
、
任
意
の
協
力
で

あ
り
、
大
雨
や
台
風
な
ど
、
事
前
に
危
険

が
把
握
で
き
て
い
る
状
況
で
対
応
し
て
い

た
だ
く
。
要
支
援
者
に
は
、
計
画
に
基
づ

く
避
難
支
援
が
必
ず
実
施
さ
れ
る
こ
と
を

保
証
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
や
、
支
援

者
が
法
的
な
責
任
や
義
務
を
負
う
も
の
で

は
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

　
支
援
者
自
身
や
家
族
の
安
全
が
大
前
提
で

あ
り
、
心
配
な
く
活
動
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
保
険
制
度
な
ど
を
調
査
・
研
究
し
、
制

度
が
充
実
す
る
よ
う
検
討
す
る
。

　
　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、
市
か
ら

の
要
請
に
よ
り
、
個
別
避
難
計
画
の
作
成

と
避
難
支
援
の
実
施
体
制
づ
く
り
の
準
備

を
し
て
い
る
。
し
か
し
、
避
難
支
援
の
際
、

支
援
者
本
人
の
け
が
、
ま
た
要
支
援
者
に

け
が
を
負
わ
せ
た
場
合
の
補
償
に
つ
い

て
、
条
例
や
保
険
制
度
が
な
い
。
安
心
し

て
避
難
支
援
活
動
を
行
う
た
め
、
条
例
の

制
定
や
補
償
制
度
の
整
備
が
必
要
で
は
な

い
の
か
。

　
　
介
護
認
定
関
係
資
料
は
、
要
配
慮
個

人
情
報
で
あ
る
た
め
、
開
示
に
係
る
取
り

扱
い
を
厳
重
に
行
っ
て
い
る
。
一
方
で
、

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
負
担
軽
減
に
つ
い

て
考
慮
し
、
引
き
続
き
調
査
・
研
究
を
行

い
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は
、

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
作
成
す
る
ケ
ア
プ

ラ
ン
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
ケ
ア
プ
ラ
ン

を
正
確
に
作
成
す
る
た
め
、
介
護
保
険
利

用
者
の
介
護
認
定
関
係
資
料
の
開
示
を
、

即
日
で
き
な
い
か
。
介
護
に
関
わ
る
方
の

負
担
軽
減
に
な
る
。

　
　
申
請
の
受
付
は
、
現
在
、
両
支
所
で

も
行
っ
て
い
る
。
受
け
取
り
に
つ
い
て
は
、

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
負
担
を
考
慮
し
、

Ｄ
Ｘ
の
推
進
等
も
含
め
て
調
査
・
研
究
し

て
い
き
た
い
。

杷
木
支
所
で
も
介
護
認
定
関
係
資
料
の
申

請
書
提
出
及
び
受
取
が
で
き
れ
ば
、
介
護

現
場
の
負
担
を
大
幅
に
軽
減
で
き
る
。
両

支
所
で
受
取
が
で
き
な
い
か
。

　
　
朝
倉
市
は
東
西
に
広
い
。
朝
倉
支
所
・

　
　
福
岡
県
が
実
施
し
て
い
る
ふ
く
お
か

電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
の
活
用
を
検
討
し
て

い
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
申
請
が
で
き
る
た

め
、
市
庁
舎
へ
の
来
庁
は
、
開
示
資
料
を

受
け
取
る
と
き
の
１
回
の
み
と
な
る
。

　
　
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
朝
倉
市
に
は
国
道
・
県
道
に
街
灯
の

設
置
が
あ
ま
り
に
も
少
な
い
。
夜
間
の
運

転
で
は
、
歩
行
者
が
見
え
に
く
く
非
常
に

危
険
で
あ
る
。
も
っ
と
、
街
灯
の
設
置
が

　
　
朝
倉
市
か
ら
久
留
米
市
に
向
か
う
幹

線
道
路
に
は
、
電
柱
ご
と
に
道
路
照
明
が

設
置
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
夜
間
の

歩
行
者
や
自
転
車
の
安
全
の
た
め
、
道
路

照
明
と
防
犯
灯
を
補
完
す
る
形
で
整
備
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
先
進
事
例
の
事
業
内
容
、

効
果
、
財
源
等
に
つ
い
て
詳
し
く
調
査
し
、

考
え
て
い
き
た
い
。

避難行動には地域の力が必要

スムーズな介護保険制度の
運用が望まれる

渡辺　 毅　議員
わたなべ つよし

仲山　 寛　議員
なかやま ゆたか

動画はこちら

動画はこちら

質
問
項
目

① 

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
に

　 

つ
い
て

② 

介
護
保
険
制
度
の
ス
ム
ー
ズ
な

　 

運
用
に
つ
い
て

質
問
項
目

① 

自
主
防
災
と
個
別
避
難
計
画
に

　 

つ
い
て

② 

烏
集
院
地
区
企
業
誘
致
に
つ
い
て

③ 

朝
倉
市
の
農
林
行
政
施
策
に

　 

つ
い
て

Ｑ
認
定
資
料
の
開
示
を
即
日
出
来
な
い
か

Ａ
調
査
・
研
究
し
、
検
討
し
て
い
き
た
い

Ｑ
個
別
避
難
支
援
に
お
け
る
補
償
制
度
は

Ａ
安
心
し
て
活
動
で
き
る
よ
う
検
討
す
る

防
災
・
危
険
物
倉
庫
へ
の
対
応
を
問
う

　
　
防
災
情
報
の
伝
達
に
つ
い
て
は
、
防

災
行
政
無
線
を
基
本
と
し
な
が
ら
も
、
テ

レ
ビ
や
メ
ー
ル
、
各
種
ア
プ
リ
、
希
望
す

る
世
帯
へ
戸
別
受
信
機
の
設
置
な
ど
、

様
々
な
手
段
の
確
保
に
努
め
て
い
る
。

　
　
自
主
防
災
の
要
は
地
域
の
発
信
力
・

行
動
力
で
あ
り
、
最
も
有
効
な
手
段
は
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
地
域
防
災
無
線

放
送
で
は
な
い
か
。

　
　
避
難
行
動
支
援
の
た
め
の
調
査
票
の
未

提
出
者
お
よ
び
情
報
提
供
へ
の
未
同
意
者
に

対
し
、
民
生
委
員
は
声
掛
け
な
ど
の
支
援
を

し
た
い
と
の
考
え
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
が
。

　
　
大
変
あ
り
が
た
い
。
し
か
し
、
個
人

情
報
の
問
題
も
あ
り
、
同
意
の
な
い
方
の

名
簿
提
供
は
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

　
　
周
囲
へ
被
害
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
、

消
防
法
で
定
め
ら
れ
た
建
物
の
構
造
や
設

備
な
ど
、
安
全
対
策
が
施
さ
れ
た
専
門
の

倉
庫
に
な
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　
消
防
団
は
、
消
防
署
の
指
揮
の
も
と
、

後
方
支
援
を
行
う
。
消
防
署
は
、
消
火
活

動
と
並
行
し
て
、
周
辺
住
民
や
消
防
団
へ

の
安
全
対
策
を
図
っ
て
い
く
。

　
　
危
険
物
倉
庫
で
災
害
が
起
こ
っ
た
場

合
、
取
り
扱
う
薬
品
の
危
険
性
と
環
境
へ

の
影
響
は
。
ま
た
、
消
防
団
の
対
応
は
。

で
き
な
い
か
。
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【一般質問】

関係人口の拡充のための拠点施設

「コンネアサクラ」が完成しました。

　一般質問は、市の課題や方針等について、

議員自身の意見も交えながら市に考えを聞くも

のです。

　議会中継のページでは、生中継のほか、見

たい会議や議員名を選んで録画映像を視聴で

きます。

朝倉市議会　議会中継

スマホやパソコンから

明るい道路照明は
街のイメージも変える

柴山 恭子　議員
しばやま きょうこ

【一般質問】

一
般
質
問
者
10
人

誰
も
が
住
み
た
い

朝
倉
市
を
市
民
と
創
る
た
め
に

傍
聴
者
115
人

動画はこちら

質
問
項
目

① 

個
別
避
難
計
画
に
つ
い
て

② 

避
難
所
設
置
の
考
え
方
に
つ
い
て

③ 

街
灯
に
つ
い
て

④ 

補
聴
器
購
入
助
成
に
つ
い
て

⑤ 

た
め
池
の
補
修
に
つ
い
て

　
　
避
難
支
援
活
動
は
、
任
意
の
協
力
で

あ
り
、
大
雨
や
台
風
な
ど
、
事
前
に
危
険

が
把
握
で
き
て
い
る
状
況
で
対
応
し
て
い

た
だ
く
。
要
支
援
者
に
は
、
計
画
に
基
づ

く
避
難
支
援
が
必
ず
実
施
さ
れ
る
こ
と
を

保
証
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
や
、
支
援

者
が
法
的
な
責
任
や
義
務
を
負
う
も
の
で

は
な
い
こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

　
支
援
者
自
身
や
家
族
の
安
全
が
大
前
提
で

あ
り
、
心
配
な
く
活
動
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
保
険
制
度
な
ど
を
調
査
・
研
究
し
、
制

度
が
充
実
す
る
よ
う
検
討
す
る
。

　
　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
は
、
市
か
ら

の
要
請
に
よ
り
、
個
別
避
難
計
画
の
作
成

と
避
難
支
援
の
実
施
体
制
づ
く
り
の
準
備

を
し
て
い
る
。
し
か
し
、
避
難
支
援
の
際
、

支
援
者
本
人
の
け
が
、
ま
た
要
支
援
者
に

け
が
を
負
わ
せ
た
場
合
の
補
償
に
つ
い

て
、
条
例
や
保
険
制
度
が
な
い
。
安
心
し

て
避
難
支
援
活
動
を
行
う
た
め
、
条
例
の

制
定
や
補
償
制
度
の
整
備
が
必
要
で
は
な

い
の
か
。

　
　
介
護
認
定
関
係
資
料
は
、
要
配
慮
個

人
情
報
で
あ
る
た
め
、
開
示
に
係
る
取
り

扱
い
を
厳
重
に
行
っ
て
い
る
。
一
方
で
、

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
負
担
軽
減
に
つ
い

て
考
慮
し
、
引
き
続
き
調
査
・
研
究
を
行

い
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
は
、

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
作
成
す
る
ケ
ア
プ

ラ
ン
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
ケ
ア
プ
ラ
ン

を
正
確
に
作
成
す
る
た
め
、
介
護
保
険
利

用
者
の
介
護
認
定
関
係
資
料
の
開
示
を
、

即
日
で
き
な
い
か
。
介
護
に
関
わ
る
方
の

負
担
軽
減
に
な
る
。

　
　
申
請
の
受
付
は
、
現
在
、
両
支
所
で

も
行
っ
て
い
る
。
受
け
取
り
に
つ
い
て
は
、

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
負
担
を
考
慮
し
、

Ｄ
Ｘ
の
推
進
等
も
含
め
て
調
査
・
研
究
し

て
い
き
た
い
。

杷
木
支
所
で
も
介
護
認
定
関
係
資
料
の
申

請
書
提
出
及
び
受
取
が
で
き
れ
ば
、
介
護

現
場
の
負
担
を
大
幅
に
軽
減
で
き
る
。
両

支
所
で
受
取
が
で
き
な
い
か
。

　
　
朝
倉
市
は
東
西
に
広
い
。
朝
倉
支
所
・

　
　
福
岡
県
が
実
施
し
て
い
る
ふ
く
お
か

電
子
申
請
サ
ー
ビ
ス
の
活
用
を
検
討
し
て

い
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
で
申
請
が
で
き
る
た

め
、
市
庁
舎
へ
の
来
庁
は
、
開
示
資
料
を

受
け
取
る
と
き
の
１
回
の
み
と
な
る
。

　
　
デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
朝
倉
市
に
は
国
道
・
県
道
に
街
灯
の

設
置
が
あ
ま
り
に
も
少
な
い
。
夜
間
の
運

転
で
は
、
歩
行
者
が
見
え
に
く
く
非
常
に

危
険
で
あ
る
。
も
っ
と
、
街
灯
の
設
置
が

　
　
朝
倉
市
か
ら
久
留
米
市
に
向
か
う
幹

線
道
路
に
は
、
電
柱
ご
と
に
道
路
照
明
が

設
置
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
あ
る
。
夜
間
の

歩
行
者
や
自
転
車
の
安
全
の
た
め
、
道
路

照
明
と
防
犯
灯
を
補
完
す
る
形
で
整
備
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
先
進
事
例
の
事
業
内
容
、

効
果
、
財
源
等
に
つ
い
て
詳
し
く
調
査
し
、

考
え
て
い
き
た
い
。

避難行動には地域の力が必要

スムーズな介護保険制度の
運用が望まれる

渡辺　 毅　議員
わたなべ つよし

仲山　 寛　議員
なかやま ゆたか

動画はこちら

動画はこちら

質
問
項
目

① 

見
守
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
充
実
に

　 

つ
い
て

② 

介
護
保
険
制
度
の
ス
ム
ー
ズ
な

　 

運
用
に
つ
い
て

質
問
項
目

① 

自
主
防
災
と
個
別
避
難
計
画
に

　 

つ
い
て

② 

烏
集
院
地
区
企
業
誘
致
に
つ
い
て

③ 

朝
倉
市
の
農
林
行
政
施
策
に

　 

つ
い
て

Ｑ
認
定
資
料
の
開
示
を
即
日
出
来
な
い
か

Ａ
調
査
・
研
究
し
、
検
討
し
て
い
き
た
い

Ｑ
個
別
避
難
支
援
に
お
け
る
補
償
制
度
は

Ａ
安
心
し
て
活
動
で
き
る
よ
う
検
討
す
る

防
災
・
危
険
物
倉
庫
へ
の
対
応
を
問
う

　
　
防
災
情
報
の
伝
達
に
つ
い
て
は
、
防

災
行
政
無
線
を
基
本
と
し
な
が
ら
も
、
テ

レ
ビ
や
メ
ー
ル
、
各
種
ア
プ
リ
、
希
望
す

る
世
帯
へ
戸
別
受
信
機
の
設
置
な
ど
、

様
々
な
手
段
の
確
保
に
努
め
て
い
る
。

　
　
自
主
防
災
の
要
は
地
域
の
発
信
力
・

行
動
力
で
あ
り
、
最
も
有
効
な
手
段
は
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
よ
る
地
域
防
災
無
線

放
送
で
は
な
い
か
。

　
　
避
難
行
動
支
援
の
た
め
の
調
査
票
の
未

提
出
者
お
よ
び
情
報
提
供
へ
の
未
同
意
者
に

対
し
、
民
生
委
員
は
声
掛
け
な
ど
の
支
援
を

し
た
い
と
の
考
え
が
あ
る
と
聞
い
て
い
る
が
。

　
　
大
変
あ
り
が
た
い
。
し
か
し
、
個
人

情
報
の
問
題
も
あ
り
、
同
意
の
な
い
方
の

名
簿
提
供
は
難
し
い
状
況
で
あ
る
。

　
　
周
囲
へ
被
害
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
、

消
防
法
で
定
め
ら
れ
た
建
物
の
構
造
や
設

備
な
ど
、
安
全
対
策
が
施
さ
れ
た
専
門
の

倉
庫
に
な
る
も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

　
消
防
団
は
、
消
防
署
の
指
揮
の
も
と
、

後
方
支
援
を
行
う
。
消
防
署
は
、
消
火
活

動
と
並
行
し
て
、
周
辺
住
民
や
消
防
団
へ

の
安
全
対
策
を
図
っ
て
い
く
。

　
　
危
険
物
倉
庫
で
災
害
が
起
こ
っ
た
場

合
、
取
り
扱
う
薬
品
の
危
険
性
と
環
境
へ

の
影
響
は
。
ま
た
、
消
防
団
の
対
応
は
。

で
き
な
い
か
。
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【一般質問】【一般質問】

　
　
提
言
書
は
、
河
川
整
備
を
担
当
す
る

福
岡
県
朝
倉
県
土
整
備
事
務
所
へ
進
達
し

て
い
る
。
小
石
原
川
に
は
、
両
筑
平
野
用

水
事
業
で
撤
去
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る

堰
が
残
っ
て
い
る
た
め
、
河
川
の
掘
削
が

進
め
ら
れ
て
い
な
い
。

　
農
業
用
水
が
足
り
な
い
と
の
根
強
い
声

や
防
火
用
水
等
の
課
題
に
対
し
、
解
決
の

方
向
性
を
指
し
示
す
よ
う
、
関
係
機
関
に

強
く
求
め
て
い
き
た
い
。

　
　
甘
木
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
が

小
石
原
川
の
堆
積
土
砂
撤
去
等
に
関
す
る

提
言
書
を
提
出
し
て
い
る
。
な
ぜ
、
小
石

原
川
の
河
川
整
備
が
進
ま
な
い
の
か
。

　
　
朝
倉
市
の
強
み
は
何
か
。

　
　
福
岡
市
へ
通
勤
可
能
な
距
離
に
あ
り

な
が
ら
も
豊
か
な
自
然
が
あ
り
、
豊
富
な

農
産
物
、
観
光
資
源
が
身
近
に
あ
る
。
朝

倉
フ
ァ
ン
や
地
域
愛
を
獲
得
し
、
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

　
　
令
和
６
年
１
月
末
で
過
去
最
高
の
１

０
６
０
人
と
な
っ
て
い
る
。
生
活
で
の
困

り
ご
と
、
在
留
、
法
律
等
の
相
談
に
つ
い

て
は
、
県
が
設
置
し
て
い
る
外
国
人
相
談

セ
ン
タ
ー
を
紹
介
し
て
い
る
。

　
外
国
人
も
活
躍
で
き
る
朝
倉
市
と
な
る

た
め
に
も
、
適
宜
対
応
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
多
文
化
共
生
社
会
に
向
け
て

の
取
組
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
朝
倉
市
在
住
の
外
国
人
の
人
数
は
。

外
国
人
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
取
組
は
。

動画はこちら

動画はこちら

質
問
項
目

① 

小
石
原
川
の
治
水
に
つ
い
て

② 

朝
倉
市
未
来
予
想
図
に
つ
い
て

質
問
項
目

① 

朝
倉
市
が
発
展
す
る
た
め
に
何
を

　 

し
た
ら
い
い
の
か

② 

市
長
施
政
方
針
に
つ
い
て

河
川
整
備
が
進
ま
な
い
状
況
を

　
　
　
放
置
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

Ｑ
古
処
山
を
観
光
資
源
に
で
き
な
い
か

Ａ
登
山
者
の
視
点
で
も
今
後
考
え
た
い

　
　
日
本
経
済
新
聞
に
『
低
山
人
気
を
「
宝

の
山
」
に
』
と
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。

宝
満
山
に
は
年
間
約
７
〜
10
万
人
が
登
る

そ
う
だ
。
秋
月
に
あ
る
古
処
山
を
観
光
資

源
と
し
て
売
り
出
し
た
い
が
、
登
山
者
が

少
な
い
。
人
気
が
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

　
　
印
象
と
し
て
か
な
り
き
つ
い
山
で
あ

り
、
家
族
連
れ
や
気
楽
に
登
る
に
は
適
し

て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
　
こ
の
一
般
質
問
に
臨
み
、
30
年
ぶ
り

に
古
処
山
に
登
っ
た
。
往
復
４
時
間
、
軽

装
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
下
り
は
何
度
も

転
ん
だ
。
豪
雨
で
荒
れ
た
登
山
道
の
整
備

や
駐
車
場
の
案
内
板
を
設
置
す
る
こ
と

　
　
今
ま
で
古
処
山
に
は
着
目
し
て
い

な
か
っ
た
。
登
山
道
整
備
に
つ
い
て
、

今
後
研
究
し
た
い
。

　
　
秋
月
に
と
っ
て
象
徴
的
な
山
で
あ

り
、
観
光
資
源
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
国

の
天
然
記
念
物
の
指
定
を
受
け
る
ツ
ゲ

の
原
始
林
は
、
朝
倉
市
の
木
で
も
あ
る
。

観
光
客
の
視
点
だ
け
で
な
く
、
提
案
さ

れ
た
登
山
者
の
視
点
も
持
ち
合
わ
せ
て
、

連
携
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

　
　
秋
月
藩
成
立
４
０
０
年
を
迎
え
た
秋

月
の
ブ
ラ
ン
ド
力
は
強
い
。
九
州
百
名
山

で
も
あ
る
古
処
山
を
、
秋
月
博
物
館
や
あ

き
づ
き
市
場
な
ど
と
連
携
し
、
朝
倉
市
の

活
性
化
に
繋
げ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
　
地
域
の
担
い
手
と
の
連
携
は
、
子
ど

も
が
育
つ
環
境
づ
く
り
に
繋
が
る
。
前
向

き
に
柔
軟
に
検
討
し
て
い
く
。

　
　
こ
ど
も
食
堂
へ
の
支
援
の
拡
充
に
つ

い
て
、
前
向
き
に
検
討
で
き
な
い
か
。

　
　
国
の
査
定
が
終
わ
り
、
被
災
農
家
へ

補
助
率
等
の
説
明
を
始
め
た
。
優
先
順
位

は
あ
る
が
、
早
期
復
旧
に
向
け
て
、
職
員

の
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
農
地
・
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
内
容

の
周
知
徹
底
を
。

　
　
観
光
関
連
事
業
者
と
連
携
し
、
切
れ

目
な
く
継
続
し
た
集
客
に
取
り
組
む
。

　
　
Ｄ
Ｃ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
(※

１
)

は
、
全
国

か
ら
集
客
を
促
す
一
大
イ
ベ
ン
ト
。
こ
の

機
会
に
朝
倉
市
を
Ｐ
Ｒ
し
て
も
ら
い
た
い
。

片側通行の
市道杷木・宝珠山線の状況

石井 清治　議員
いし い せい じ

飯田 早苗　議員
いい だ さ なえ

動画はこちら

動画はこちら

質
問
項
目

① 

こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て

② 

令
和
５
年
７
月
豪
雨
災
害
の
復
旧
事
業
の

　 

周
知
に
つ
い
て

③ 

Ｄ
Ｃ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て

(
全
６
項
目
・
一
部
を
掲
載
し
て
い
ま
す
)

質
問
項
目

① 

過
疎
地
域
対
策
に
つ
い
て

② 

農
産
物
加
工
施
設
の
取
組
に
つ
い
て

過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
実
現
を

Ｑ
こ
ど
も
食
堂
へ
の
支
援
の
拡
充
を

Ａ
前
向
き
に
柔
軟
に
検
討
し
て
い
く

古処山を「宝の山」に

小石原川の堆積土砂

直売所は地域活性化の起爆剤
農産物に新たな付加価値を

　
　
過
疎
地
域
の
持
続
的
な
地
域
社
会
の

形
成
お
よ
び
地
域
資
源
を
活
用
し
た
地
域

活
力
の
さ
ら
な
る
向
上
の
た
め
の
各
種
取

組
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
。

　
　
朝
倉
市
過
疎
計
画
の
趣
旨
は
。

　
　
過
疎
地
域
の
５
つ
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
推
進
事
業
と
し
て
、
事
務
局
職
員
の

人
件
費
お
よ
び
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

助
成
交
付
金
に
充
て
て
い
る
。
人
件
費
に

つ
い
て
は
、
起
債
計
画
に
つ
い
て
県
の
同

意
を
得
て
い
る
。

　
　
過
疎
債(

ソ
フ
ト
事
業)

の
支
出
内

容
と
妥
当
性
は
。

　
　
過
疎
債(

ソ
フ
ト
事
業)

は
、
過
疎

　
　
過
疎
地
域
の
活
性
化
等
に
充
当
す
べ

き
だ
と
理
解
し
て
い
る
。
ソ
フ
ト
事
業
に

つ
い
て
は
、
新
し
い
取
組
も
考
え
て
い
く

が
、
財
政
面
で
の
弾
力
的
な
運
用
も
あ
わ

せ
て
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
農
家
の
所
得
向
上
と
さ
ら
な
る
集
客

増
を
期
待
し
て
い
る
。

　
　
市
が
指
定
管
理
を
し
て
い
る
直
売
所

に
加
工
場
を
作
る
意
義
は
。

地
域
に
特
化
し
た
活
用
が
必
要
で
は
。

　
　
設
置
後
の
維
持
・
運
営
が
課
題
の
一

つ
。
バ
サ
ロ
は
地
域
の
農
業
生
産
者
や
観

光
の
拠
点
で
あ
る
。
地
域
活
性
化
の
拠
点

と
し
て
今
後
も
発
展
の
必
要
が
あ
る
と
い

う
視
点
で
前
を
向
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　
バ
サ
ロ
設
立
30
周
年
を
記
念
し
て
、

加
工
場
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
被
災
地
域
は
、
生
活
道
路
の
早
期
復
旧

を
望
ん
で
い
る
。
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
、

地
元
説
明
が
あ
る
と
安
心
す
る
と
思
わ
れ

る
。
ま
た
、
災
害
復
旧
事
業
で
は
、
改
良
的

要
素
を
入
れ
た
工
事
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　
生
活
道
路
の
復
旧
に
つ
い
て
は
、
関

係
者
に
対
し
適
宜
、
よ
り
丁
寧
な
説
明
を

し
て
い
く
。
市
が
管
理
す
る
河
川
で
は
、

県
と
同
様
に
再
度
災
害
防
止
に
向
け
改
良

的
要
素
を
取
り
入
れ
た
復
旧
工
事
が
進
む

と
考
え
て
い
る
。

熊本 正博　議員
くまもと まさひろ

中島 秀樹　議員
なかしま ひで  き

で
、
登
山
客
を
増
や
せ
る
の
で
は
な
い
か
。

※

１
福
岡
県
・
大
分
県
・
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
が
共
同
開
催

　
　
す
る
大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
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【一般質問】【一般質問】

　
　
提
言
書
は
、
河
川
整
備
を
担
当
す
る

福
岡
県
朝
倉
県
土
整
備
事
務
所
へ
進
達
し

て
い
る
。
小
石
原
川
に
は
、
両
筑
平
野
用

水
事
業
で
撤
去
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る

堰
が
残
っ
て
い
る
た
め
、
河
川
の
掘
削
が

進
め
ら
れ
て
い
な
い
。

　
農
業
用
水
が
足
り
な
い
と
の
根
強
い
声

や
防
火
用
水
等
の
課
題
に
対
し
、
解
決
の

方
向
性
を
指
し
示
す
よ
う
、
関
係
機
関
に

強
く
求
め
て
い
き
た
い
。

　
　
甘
木
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
が

小
石
原
川
の
堆
積
土
砂
撤
去
等
に
関
す
る

提
言
書
を
提
出
し
て
い
る
。
な
ぜ
、
小
石

原
川
の
河
川
整
備
が
進
ま
な
い
の
か
。

　
　
朝
倉
市
の
強
み
は
何
か
。

　
　
福
岡
市
へ
通
勤
可
能
な
距
離
に
あ
り

な
が
ら
も
豊
か
な
自
然
が
あ
り
、
豊
富
な

農
産
物
、
観
光
資
源
が
身
近
に
あ
る
。
朝

倉
フ
ァ
ン
や
地
域
愛
を
獲
得
し
、
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

　
　
令
和
６
年
１
月
末
で
過
去
最
高
の
１

０
６
０
人
と
な
っ
て
い
る
。
生
活
で
の
困

り
ご
と
、
在
留
、
法
律
等
の
相
談
に
つ
い

て
は
、
県
が
設
置
し
て
い
る
外
国
人
相
談

セ
ン
タ
ー
を
紹
介
し
て
い
る
。

　
外
国
人
も
活
躍
で
き
る
朝
倉
市
と
な
る

た
め
に
も
、
適
宜
対
応
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
多
文
化
共
生
社
会
に
向
け
て

の
取
組
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

　
　
朝
倉
市
在
住
の
外
国
人
の
人
数
は
。

外
国
人
を
受
け
入
れ
る
た
め
の
取
組
は
。

動画はこちら

動画はこちら

質
問
項
目

① 

小
石
原
川
の
治
水
に
つ
い
て

② 

朝
倉
市
未
来
予
想
図
に
つ
い
て

質
問
項
目

① 

朝
倉
市
が
発
展
す
る
た
め
に
何
を

　 

し
た
ら
い
い
の
か

② 

市
長
施
政
方
針
に
つ
い
て

河
川
整
備
が
進
ま
な
い
状
況
を

　
　
　
放
置
す
る
こ
と
は
で
き
な
い

Ｑ
古
処
山
を
観
光
資
源
に
で
き
な
い
か

Ａ
登
山
者
の
視
点
で
も
今
後
考
え
た
い

　
　
日
本
経
済
新
聞
に
『
低
山
人
気
を
「
宝

の
山
」
に
』
と
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。

宝
満
山
に
は
年
間
約
７
〜
10
万
人
が
登
る

そ
う
だ
。
秋
月
に
あ
る
古
処
山
を
観
光
資

源
と
し
て
売
り
出
し
た
い
が
、
登
山
者
が

少
な
い
。
人
気
が
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

　
　
印
象
と
し
て
か
な
り
き
つ
い
山
で
あ

り
、
家
族
連
れ
や
気
楽
に
登
る
に
は
適
し

て
い
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
　
こ
の
一
般
質
問
に
臨
み
、
30
年
ぶ
り

に
古
処
山
に
登
っ
た
。
往
復
４
時
間
、
軽

装
だ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
下
り
は
何
度
も

転
ん
だ
。
豪
雨
で
荒
れ
た
登
山
道
の
整
備

や
駐
車
場
の
案
内
板
を
設
置
す
る
こ
と

　
　
今
ま
で
古
処
山
に
は
着
目
し
て
い

な
か
っ
た
。
登
山
道
整
備
に
つ
い
て
、

今
後
研
究
し
た
い
。

　
　
秋
月
に
と
っ
て
象
徴
的
な
山
で
あ

り
、
観
光
資
源
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
国

の
天
然
記
念
物
の
指
定
を
受
け
る
ツ
ゲ

の
原
始
林
は
、
朝
倉
市
の
木
で
も
あ
る
。

観
光
客
の
視
点
だ
け
で
な
く
、
提
案
さ

れ
た
登
山
者
の
視
点
も
持
ち
合
わ
せ
て
、

連
携
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

　
　
秋
月
藩
成
立
４
０
０
年
を
迎
え
た
秋

月
の
ブ
ラ
ン
ド
力
は
強
い
。
九
州
百
名
山

で
も
あ
る
古
処
山
を
、
秋
月
博
物
館
や
あ

き
づ
き
市
場
な
ど
と
連
携
し
、
朝
倉
市
の

活
性
化
に
繋
げ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
　
地
域
の
担
い
手
と
の
連
携
は
、
子
ど

も
が
育
つ
環
境
づ
く
り
に
繋
が
る
。
前
向

き
に
柔
軟
に
検
討
し
て
い
く
。

　
　
こ
ど
も
食
堂
へ
の
支
援
の
拡
充
に
つ

い
て
、
前
向
き
に
検
討
で
き
な
い
か
。

　
　
国
の
査
定
が
終
わ
り
、
被
災
農
家
へ

補
助
率
等
の
説
明
を
始
め
た
。
優
先
順
位

は
あ
る
が
、
早
期
復
旧
に
向
け
て
、
職
員

の
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
農
地
・
農
業
用
施
設
災
害
復
旧
内
容

の
周
知
徹
底
を
。

　
　
観
光
関
連
事
業
者
と
連
携
し
、
切
れ

目
な
く
継
続
し
た
集
客
に
取
り
組
む
。

　
　
Ｄ
Ｃ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
(※

１
)

は
、
全
国

か
ら
集
客
を
促
す
一
大
イ
ベ
ン
ト
。
こ
の

機
会
に
朝
倉
市
を
Ｐ
Ｒ
し
て
も
ら
い
た
い
。

片側通行の
市道杷木・宝珠山線の状況

石井 清治　議員
いし い せい じ

飯田 早苗　議員
いい だ さ なえ

動画はこちら

動画はこちら

質
問
項
目

① 

こ
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
事
業
に
つ
い
て

② 

令
和
５
年
７
月
豪
雨
災
害
の
復
旧
事
業
の

　 

周
知
に
つ
い
て

③ 

Ｄ
Ｃ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
い
て

(
全
６
項
目
・
一
部
を
掲
載
し
て
い
ま
す
)

質
問
項
目

① 

過
疎
地
域
対
策
に
つ
い
て

② 

農
産
物
加
工
施
設
の
取
組
に
つ
い
て

過
疎
地
域
の
持
続
的
発
展
の
実
現
を

Ｑ
こ
ど
も
食
堂
へ
の
支
援
の
拡
充
を

Ａ
前
向
き
に
柔
軟
に
検
討
し
て
い
く

古処山を「宝の山」に

小石原川の堆積土砂

直売所は地域活性化の起爆剤
農産物に新たな付加価値を

　
　
過
疎
地
域
の
持
続
的
な
地
域
社
会
の

形
成
お
よ
び
地
域
資
源
を
活
用
し
た
地
域

活
力
の
さ
ら
な
る
向
上
の
た
め
の
各
種
取

組
に
つ
い
て
定
め
て
い
る
。

　
　
朝
倉
市
過
疎
計
画
の
趣
旨
は
。

　
　
過
疎
地
域
の
５
つ
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
推
進
事
業
と
し
て
、
事
務
局
職
員
の

人
件
費
お
よ
び
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動

助
成
交
付
金
に
充
て
て
い
る
。
人
件
費
に

つ
い
て
は
、
起
債
計
画
に
つ
い
て
県
の
同

意
を
得
て
い
る
。

　
　
過
疎
債(

ソ
フ
ト
事
業)

の
支
出
内

容
と
妥
当
性
は
。

　
　
過
疎
債(

ソ
フ
ト
事
業)

は
、
過
疎

　
　
過
疎
地
域
の
活
性
化
等
に
充
当
す
べ

き
だ
と
理
解
し
て
い
る
。
ソ
フ
ト
事
業
に

つ
い
て
は
、
新
し
い
取
組
も
考
え
て
い
く

が
、
財
政
面
で
の
弾
力
的
な
運
用
も
あ
わ

せ
て
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
農
家
の
所
得
向
上
と
さ
ら
な
る
集
客

増
を
期
待
し
て
い
る
。

　
　
市
が
指
定
管
理
を
し
て
い
る
直
売
所

に
加
工
場
を
作
る
意
義
は
。

地
域
に
特
化
し
た
活
用
が
必
要
で
は
。

　
　
設
置
後
の
維
持
・
運
営
が
課
題
の
一

つ
。
バ
サ
ロ
は
地
域
の
農
業
生
産
者
や
観

光
の
拠
点
で
あ
る
。
地
域
活
性
化
の
拠
点

と
し
て
今
後
も
発
展
の
必
要
が
あ
る
と
い

う
視
点
で
前
を
向
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。

　
　
バ
サ
ロ
設
立
30
周
年
を
記
念
し
て
、

加
工
場
を
設
置
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
被
災
地
域
は
、
生
活
道
路
の
早
期
復
旧

を
望
ん
で
い
る
。
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
、

地
元
説
明
が
あ
る
と
安
心
す
る
と
思
わ
れ

る
。
ま
た
、
災
害
復
旧
事
業
で
は
、
改
良
的

要
素
を
入
れ
た
工
事
を
お
願
い
し
た
い
。

　
　
生
活
道
路
の
復
旧
に
つ
い
て
は
、
関

係
者
に
対
し
適
宜
、
よ
り
丁
寧
な
説
明
を

し
て
い
く
。
市
が
管
理
す
る
河
川
で
は
、

県
と
同
様
に
再
度
災
害
防
止
に
向
け
改
良

的
要
素
を
取
り
入
れ
た
復
旧
工
事
が
進
む

と
考
え
て
い
る
。

熊本 正博　議員
くまもと まさひろ

中島 秀樹　議員
なかしま ひで  き

で
、
登
山
客
を
増
や
せ
る
の
で
は
な
い
か
。

※

１
福
岡
県
・
大
分
県
・
Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
が
共
同
開
催

　
　
す
る
大
型
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
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Ｑ
子
育
て
支
援
を
柱
に
移
住
・
定
住
促
進
を

Ａ
更
に
支
援
に
力
を
入
れ
取
組
む

動画はこちら

質
問
項
目

① 

防
災
・
減
災
に
つ
い
て

② 

罹
災
証
明
書
の
Ｄ
Ｘ
化
に
つ
い
て

③ 

市
民
の
幸
福
度
に
つ
い
て

④ 

資
源
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
に

　 

つ
い
て

⑤ 

空
き
家
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

　
　
大
雨
等
に
よ
る
災
害
時
に
は
、
被
災

者
が
支
援
を
受
け
る
た
め
に
罹
災
証
明
書

が
必
要
に
な
る
。
迅
速
な
発
行
が
求
め
ら

れ
る
が
、
現
地
調
査
や
判
定
作
業
に
は
、

行
政
に
も
大
変
な
苦
労
が
伴
う
。
行
政
の

負
担
軽
減
、
迅
速
な
罹
災
証
明
の
発
行
に

向
け
て
、Ｄ
Ｘ
化
へ
の
取
組
を
進
め
て
は

ど
う
か
。

　
　
福
岡
県
に
よ
る
導
入
事
例
等
の
研
修

が
行
わ
れ
て
い
る
。
罹
災
判
定
に
は
細
か

な
チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
で
あ
り
、
朝
倉
市
に

合
っ
た
シ
ス
テ
ム
や
Ｄ
Ｘ
化
に
よ
る
負
担

軽
減
に
つ
い
て
、
調
査
、
研
究
し
て
い
く
。

　
　
民
間
企
業
に
よ
る
「
街
の
幸
福
度
　

自
治
体
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
、
福
岡
県
で
は

大
刀
洗
町
が
１
位
、
朝
倉
市
が
37
位
だ
っ

た
。
大
刀
洗
町
で
は
子
育
て
支
援
が
充
実

し
て
お
り
、
若
い
世
代
の
転
入
者
も
多
い
。

朝
倉
市
も
、
限
り
あ
る
財
源
を
子
育
て
支

援
の
充
実
の
た
め
に
、
重
点
的
に
投
入
し

て
い
く
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
現
在
、
様
々
な
子
育
て
支
援
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
国
の
政
策
や
市
民
ニ
ー
ズ

を
踏
ま
え
、
効
果
的
な
施
策
を
全
庁
横
断

的
な
取
組
と
し
て
推
進
し
て
い
く
。
子
育

て
支
援
は
、
重
要
課
題
で
あ
る
人
口
減
少

対
策
に
繋
が
る
た
め
、
子
育
て
政
策
を
さ

ら
に
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
。

行
政
視
察
　
全
国
か
ら
(
そ
の
２
)

姶良市議会（鹿児島県）

「ワンストップ窓口サービス

について」

朝
倉
市
の
取
組
が
、
全
国
各
地
の
議
会
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

杵築市議会（大分県）

「議会広報について」

うきは市議会（福岡県）

「ペーパーレス会議システムの

導入について」

【一般質問】【一般質問】

徳永 秀俊　議員
とくなが ひでとし

大庭 きみ子　議員
おお ば こ

動画はこちら

質
問
項
目

① 

市
長
施
政
方
針
に
つ
い
て

(

全
３
項
目
・
一
部
を
掲
載
し
て
い
ま
す)

Ｑ
不
登
校
対
策
の
今
後
の
取
組
は

Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｗ(※

２)

を
常
勤
２
名
体
制
に
す
る

　
　
令
和
４
年
度
で
は
、
小
中
学
校
の
合

計
で
１
４
８
人
。Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
プ
ラ
ン

発
表
以
前
か
ら
、
校
内
で
の
居
場
所
づ
く

り
を
各
学
校
で
対
応
し
て
い
る
。
ま
た
、

不
登
校
復
帰
支
援
員
等
に
よ
る
学
校
支
援

チ
ー
ム
を
組
織
し
、
状
況
把
握
、
学
習
機

会
の
確
保
、
社
会
的
自
立
へ
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
。
令
和
６
年
度
か
ら
、Ｓ
Ｓ

Ｗ
を
２
名
に
拡
充
す
る
。

　
　
小
中
学
校
の
不
登
校
児
童
生
徒
の

現
状
と
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
プ
ラ
ン
に
よ
る
取

組
は
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
力
を

入
れ
て
い
く
の
か
。

　
　
日
本
語
指
導
の
必
要
な
児
童
生
徒
は

何
人
か
。
一
校
に
１
人
、
日
本
語
教
員
を

　
　
小
学
校
11
人
、
中
学
校
３
人
の
児

童
生
徒
が
在
籍
し
て
い
る
。
法
律
の
規

定
に
よ
り
、
日
本
語
教
員
は
１
人
の
配

置
。
小
学
校
５
校
、
中
学
校
１
校
で
指

導
し
て
い
る
。
対
応
に
つ
い
て
研
究
し

て
い
く
。

　
　
児
童
生
徒
の
成
績
処
理
や
出
欠
管

理
、
教
職
員
の
出
退
勤
管
理
な
ど
、
多

数
の
校
務
を
一
つ
に
統
合
す
る
シ
ム
テ

ム
。
学
校
間
や
教
育
委
員
会
と
の
情
報

共
有
が
で
き
、
学
校
全
体
で
よ
り
き
め

細
か
な
学
習
・
生
活
指
導
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
。

　
教
職
員
の
業
務
の
短
縮
や
削
減
、
効

率
化
が
図
ら
れ
、
時
間
外
勤
務
の
削
減

効
果
が
あ
る
。

　
　
統
合
型
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
と
は
。

シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
り
、
教
職
員
の
働
き

方
改
革
に
繋
が
る
の
か
。

教職員の負担軽減が
求められている

原鶴鵜飼の危機
鵜匠の後継者不足

財源の重点的な投入により
子育て支援の充実を

　
　
半
導
体
関
連
企
業
等
へ
の
投
資
需
要

が
増
し
て
い
る
。
企
業
誘
致
に
向
け
て
、

う
き
は
市
は
既
に
県
と
連
携
し
、
工
業
団

地
の
造
成
を
計
画
し
て
い
る
。

　
　
各
種
団
体
と
は
定
期
的
に
懇
談
会
を

行
っ
て
い
る
。
市
民
に
政
策
を
伝
え
、
そ

の
意
見
を
聞
く
こ
と
は
大
切
で
あ
り
、
検

討
し
た
い
。

　
　
市
民
と
直
接
対
話
す
る
、
市
長
に
よ

る
市
政
報
告
会
を
開
催
し
て
は
い
か
が
か
。

　
　
後
継
者
育
成
は
大
事
で
あ
る
。
原
鶴

温
泉
旅
館
組
合
等
、
関
係
団
体
の
意
見
を

聞
き
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
鵜
匠
の
後
継
者
不
足
に
よ
り
、
対
策

な
し
で
は
鵜
飼
が
消
滅
し
て
し
ま
う
。
市

の
積
極
的
な
対
策
を
望
む
。

　
　
県
も
ア
ラ
イ
グ
マ
対
策
に
取
り
組

む
。
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
有
害
鳥
獣
対
策
と
猟
友
会
の
後
継
者

育
成
は
。

　
　
企
業
誘
致
は
基
本
的
な
経
済
活
性
化

の
策
で
あ
り
、
半
導
体
や
他
業
種
の
企
業

も
含
め
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
ぜ
ひ
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
　
ふ
る
さ
と
人
物
誌
の
増
刷
や
各
地
域
の

歴
史
の
共
有
に
よ
り
、
郷
土
愛
の
醸
成
を
。 実藤 輝夫　議員

さねふじ てる  お

動画はこちら
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ド
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投
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要
に
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う
半
導
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企
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の
誘
致
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郷
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の
歴
史
に
学
ぶ
郷
土
愛
の

　 

醸
成
と
ま
ち
お
こ
し
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市
長
に
よ
る
市
政
報
告
会
の
勧
め

④ 

後
継
者
不
足
へ
の
対
応

　
　
⑴
農
業
　
⑵
鵜
匠
　
⑶
猟
友
会

Ｑ
半
導
体
関
連
企
業
等
の
誘
致
に
つ
い
て

Ａ
他
の
企
業
も
含
め
し
っ
か
り
と
考
え
て
い
く

※
２
　
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
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ー
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ロ
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置
で
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か
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Ｑ
子
育
て
支
援
を
柱
に
移
住
・
定
住
促
進
を

Ａ
更
に
支
援
に
力
を
入
れ
取
組
む

動画はこちら

質
問
項
目
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防
災
・
減
災
に
つ
い
て

② 

罹
災
証
明
書
の
Ｄ
Ｘ
化
に
つ
い
て

③ 

市
民
の
幸
福
度
に
つ
い
て

④ 

資
源
ご
み
の
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
に

　 

つ
い
て

⑤ 

空
き
家
の
有
効
活
用
に
つ
い
て

　
　
大
雨
等
に
よ
る
災
害
時
に
は
、
被
災

者
が
支
援
を
受
け
る
た
め
に
罹
災
証
明
書

が
必
要
に
な
る
。
迅
速
な
発
行
が
求
め
ら

れ
る
が
、
現
地
調
査
や
判
定
作
業
に
は
、

行
政
に
も
大
変
な
苦
労
が
伴
う
。
行
政
の

負
担
軽
減
、
迅
速
な
罹
災
証
明
の
発
行
に

向
け
て
、Ｄ
Ｘ
化
へ
の
取
組
を
進
め
て
は

ど
う
か
。

　
　
福
岡
県
に
よ
る
導
入
事
例
等
の
研
修

が
行
わ
れ
て
い
る
。
罹
災
判
定
に
は
細
か

な
チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
で
あ
り
、
朝
倉
市
に

合
っ
た
シ
ス
テ
ム
や
Ｄ
Ｘ
化
に
よ
る
負
担

軽
減
に
つ
い
て
、
調
査
、
研
究
し
て
い
く
。

　
　
民
間
企
業
に
よ
る
「
街
の
幸
福
度
　

自
治
体
ラ
ン
キ
ン
グ
」
で
、
福
岡
県
で
は

大
刀
洗
町
が
１
位
、
朝
倉
市
が
37
位
だ
っ

た
。
大
刀
洗
町
で
は
子
育
て
支
援
が
充
実

し
て
お
り
、
若
い
世
代
の
転
入
者
も
多
い
。

朝
倉
市
も
、
限
り
あ
る
財
源
を
子
育
て
支

援
の
充
実
の
た
め
に
、
重
点
的
に
投
入
し

て
い
く
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
現
在
、
様
々
な
子
育
て
支
援
に
取
り

組
ん
で
い
る
。
国
の
政
策
や
市
民
ニ
ー
ズ

を
踏
ま
え
、
効
果
的
な
施
策
を
全
庁
横
断

的
な
取
組
と
し
て
推
進
し
て
い
く
。
子
育

て
支
援
は
、
重
要
課
題
で
あ
る
人
口
減
少

対
策
に
繋
が
る
た
め
、
子
育
て
政
策
を
さ

ら
に
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
。

行
政
視
察
　
全
国
か
ら
(
そ
の
２
)

姶良市議会（鹿児島県）

「ワンストップ窓口サービス

について」

朝
倉
市
の
取
組
が
、
全
国
各
地
の
議
会
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

杵築市議会（大分県）

「議会広報について」

うきは市議会（福岡県）

「ペーパーレス会議システムの

導入について」

【一般質問】【一般質問】

徳永 秀俊　議員
とくなが ひでとし

大庭 きみ子　議員
おお ば こ

動画はこちら

質
問
項
目

① 

市
長
施
政
方
針
に
つ
い
て

(

全
３
項
目
・
一
部
を
掲
載
し
て
い
ま
す)

Ｑ
不
登
校
対
策
の
今
後
の
取
組
は

Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｗ(※

２)

を
常
勤
２
名
体
制
に
す
る

　
　
令
和
４
年
度
で
は
、
小
中
学
校
の
合

計
で
１
４
８
人
。Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
プ
ラ
ン

発
表
以
前
か
ら
、
校
内
で
の
居
場
所
づ
く

り
を
各
学
校
で
対
応
し
て
い
る
。
ま
た
、

不
登
校
復
帰
支
援
員
等
に
よ
る
学
校
支
援

チ
ー
ム
を
組
織
し
、
状
況
把
握
、
学
習
機

会
の
確
保
、
社
会
的
自
立
へ
の
支
援
を

行
っ
て
い
る
。
令
和
６
年
度
か
ら
、Ｓ
Ｓ

Ｗ
を
２
名
に
拡
充
す
る
。

　
　
小
中
学
校
の
不
登
校
児
童
生
徒
の

現
状
と
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
プ
ラ
ン
に
よ
る
取

組
は
。
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
に
力
を

入
れ
て
い
く
の
か
。

　
　
日
本
語
指
導
の
必
要
な
児
童
生
徒
は

何
人
か
。
一
校
に
１
人
、
日
本
語
教
員
を

　
　
小
学
校
11
人
、
中
学
校
３
人
の
児

童
生
徒
が
在
籍
し
て
い
る
。
法
律
の
規

定
に
よ
り
、
日
本
語
教
員
は
１
人
の
配

置
。
小
学
校
５
校
、
中
学
校
１
校
で
指

導
し
て
い
る
。
対
応
に
つ
い
て
研
究
し

て
い
く
。

　
　
児
童
生
徒
の
成
績
処
理
や
出
欠
管

理
、
教
職
員
の
出
退
勤
管
理
な
ど
、
多

数
の
校
務
を
一
つ
に
統
合
す
る
シ
ム
テ

ム
。
学
校
間
や
教
育
委
員
会
と
の
情
報

共
有
が
で
き
、
学
校
全
体
で
よ
り
き
め

細
か
な
学
習
・
生
活
指
導
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
。

　
教
職
員
の
業
務
の
短
縮
や
削
減
、
効

率
化
が
図
ら
れ
、
時
間
外
勤
務
の
削
減

効
果
が
あ
る
。

　
　
統
合
型
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
と
は
。

シ
ス
テ
ム
導
入
に
よ
り
、
教
職
員
の
働
き

方
改
革
に
繋
が
る
の
か
。

教職員の負担軽減が
求められている

原鶴鵜飼の危機
鵜匠の後継者不足

財源の重点的な投入により
子育て支援の充実を

　
　
半
導
体
関
連
企
業
等
へ
の
投
資
需
要

が
増
し
て
い
る
。
企
業
誘
致
に
向
け
て
、

う
き
は
市
は
既
に
県
と
連
携
し
、
工
業
団

地
の
造
成
を
計
画
し
て
い
る
。

　
　
各
種
団
体
と
は
定
期
的
に
懇
談
会
を

行
っ
て
い
る
。
市
民
に
政
策
を
伝
え
、
そ

の
意
見
を
聞
く
こ
と
は
大
切
で
あ
り
、
検

討
し
た
い
。

　
　
市
民
と
直
接
対
話
す
る
、
市
長
に
よ

る
市
政
報
告
会
を
開
催
し
て
は
い
か
が
か
。

　
　
後
継
者
育
成
は
大
事
で
あ
る
。
原
鶴

温
泉
旅
館
組
合
等
、
関
係
団
体
の
意
見
を

聞
き
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
鵜
匠
の
後
継
者
不
足
に
よ
り
、
対
策

な
し
で
は
鵜
飼
が
消
滅
し
て
し
ま
う
。
市

の
積
極
的
な
対
策
を
望
む
。

　
　
県
も
ア
ラ
イ
グ
マ
対
策
に
取
り
組

む
。
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
有
害
鳥
獣
対
策
と
猟
友
会
の
後
継
者

育
成
は
。
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、
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他
業
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の
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も
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、
積
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的
に
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で
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ぜ
ひ
、
検
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し
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。

　
　
ふ
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と
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誌
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や
各
地
域
の
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史
の
共
有
に
よ
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、
郷
土
愛
の
醸
成
を
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動画はこちら

質
問
項
目

① 

シ
リ
コ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
九
州
へ
の

　 

投
資
需
要
に
伴
う
半
導
体
企
業
の
誘
致

② 

郷
土
の
歴
史
に
学
ぶ
郷
土
愛
の

　 

醸
成
と
ま
ち
お
こ
し

③ 

市
長
に
よ
る
市
政
報
告
会
の
勧
め

④ 

後
継
者
不
足
へ
の
対
応

　
　
⑴
農
業
　
⑵
鵜
匠
　
⑶
猟
友
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２
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【定例会審議結果】【定例会審議結果】

朝倉市立あまぎ水の文化村 (水辺のふれあいゾーン )にキャンプ場を整備する

１　消防団員の定数の変更　　現行：９７９人 → 改正後：７８４人

●運行の区分及び使用料

※ 小学校就学前の者及び障がい者等を介護 (介助 )する者は無料

２　出動手当の見直し

●キャンプ場利用料

種別

現行

区分 使用料(乗車１回)

改正後

オートキャンプサイトの利用

１区画
(電源付 )

１区画
(電源無 )

１区画

１日(日帰り)

１日(宿泊)

１日(日帰り)

１日(宿泊)

１日(日帰り)

１日(宿泊)

3,850円

7,700円

3,300円

6,600円

2,750円

5,500円
フリーテントサイトの利用

単位 期間 金額

費
用
弁
償

出
動
報
酬

水害・
火災出動

・高木地区から甘木地区、立石地区
又は金川地区まで

・高木地区から三奈木地区、杷木
地区、久喜宮地区又は志波地区まで
・高木地区内

災害に関
する出動

中学生以上 400 円

200 円

300 円

150 円

小学生及び
障がい者等

中学生以上

小学生及び
障がい者等

1,800円/回

1,800円/回
(半日超は
3,600円)

8,000円/日
(4時間未満は
4,000円)

4,000円/日
(4時間未満は
2,000円)

訓練・
教養出動

訓練・
教養出動

警戒出動 警戒出動

お気軽にどうぞ

議会を傍聴してみませんか
本会議、予算・決算特別委員会は自由に傍聴できます。

市役所本庁４階へお越しください。

傍聴受付票に
氏名、住所を記入する
（掲示板の注意事項も
お読みください）

傍
聴
の
手
順

議
会
中
継
ペ
ー
ジ

１ スロープ奥の
入り口から議場へ

２

議論の様子を
間近に見ることができます

議場の会議の映像は

インターネットでも

ご覧いただけます

北側階段に手すりを
設置しました

ぜひ
アクセスを

３

アンケートに

ご協力ください

ココ
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又は金川地区まで

・高木地区から三奈木地区、杷木
地区、久喜宮地区又は志波地区まで
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小学生及び
障がい者等

中学生以上
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4,000円)
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(4時間未満は
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警戒出動 警戒出動

お気軽にどうぞ

議会を傍聴してみませんか
本会議、予算・決算特別委員会は自由に傍聴できます。

市役所本庁４階へお越しください。

傍聴受付票に
氏名、住所を記入する
（掲示板の注意事項も
お読みください）

傍
聴
の
手
順

議
会
中
継
ペ
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ジ

１ スロープ奥の
入り口から議場へ
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議論の様子を
間近に見ることができます

議場の会議の映像は

インターネットでも
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現
庁
舎
の
跡
地
活
用
は
ど
う
な
る
の
か
。
住
民

の
不
安
が
な
い
よ
う
な
形
で
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

　
現
庁
舎
と
別
館
は
解
体
す
る
方
向
。
跡
地
利
用

に
つ
い
て
は
、
甘
木
公
園
を
生
か
し
た
活
用
を
検
討

し
て
い
く
。

　
個
別
避
難
計
画
に
お
け
る
避
難
支
援
を
行
う
に

あ
た
り
、
要
支
援
者
に
け
が
を
負
わ
せ
た
場
合
や
、

支
援
者
本
人
が
け
が
を
し
た
場
合
に
対
す
る
補
償
制

度
が
な
い
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
避
難
支
援
活
動
が
困

難
で
あ
る
。

　
要
支
援
者
に
け
が
を
負
わ
せ
た
場
合
で
あ
っ
て

も
、
支
援
者
は
責
任
を
問
わ
れ
な
い
。
現
在
の
市
民

活
動
保
険
で
は
、
災
害
時
の
避
難
行
動
は
対
象
と
な

ら
な
い
た
め
、
市
は
兵
庫
県
な
ど
の
先
進
事
例
を
調

査
・
研
究
し
て
い
る
。

　
老
朽
化
し
た
空
家
の
解
体
に
つ
い
て
、
危
険
度

に
応
じ
た
順
位
を
つ
け
て
対
応
し
て
ほ
し
い
。

　
意
見
と
し
市
に
伝
え
る
。

　
街
の
幸
福
度
自
治
体
ラ
ン
キ
ン
グ
で
、
福
岡
県

で
は
大
刀
洗
町
が
１
位
で
あ
っ
た
。
若
い
世
代
・
子

育
て
世
代
が
集
ま
る
ま
ち
づ
く
り
を
。

　
「
朝
倉
市
が
一
番
住
み
や
す
い
」
と
喜
ん
で
い
た
だ

け
る
ま
ち
に
す
る
た
め
、
議
会
も
努
力
し
て
い
き
た
い
。

※

「
市
役
所
や
議
会
で
は
、
業
務
継
続
計
画
(
Ｂ
Ｃ
Ｐ
)

を
策
定
し
て
い
る
の
か
」
と
の
質
疑
に
対
し
、
確
認

し
て
回
答
す
る
と
し
て
い
ま
し
た
。

市
と
議
会
、
そ
れ
ぞ
れ
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策
定
し
て
い
ま

す
。
こ
の
掲
載
を
も
っ
て
、
回
答
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

ピ
ー
ポ
ー
ト
甘
木
　
参
加
者
45
人

ら
く
ゆ
う
館
　
参
加
者
52
人

AA Q

A QA Q

Q
　
令
和
５
年
７
月
の
豪
雨
災
害
か
ら
半
年
が
経
つ

が
、
通
行
止
め
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
地

元
の
住
民
は
、
大
変
不
便
な
生
活
を
し
て
お
り
、
な

る
べ
く
早
い
工
事
を
お
願
い
し
た
い
。

　
災
害
が
発
生
し
て
半
年
以
上
、
復
旧
工
事
へ
の

動
き
が
全
く
な
い
と
思
わ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。

令
和
５
年
10
月
中
旬
か
ら
12
月
ま
で
は
、
被
災
箇

所
の
災
害
査
定
を
受
け
て
い
る
期
間
で
あ
っ
た
。
今

後
、
工
事
を
行
う
段
階
に
な
っ
た
と
き
な
ど
、
地
元

に
対
す
る
説
明
を
行
っ
て
い
く
よ
う
、
市
に
伝
え
て

い
る
。

　
平
成
29
年
７
月
九
州
北
部
豪
雨
か
ら
の
復
旧
工

事
は
、
原
形
復
旧
で
行
わ
れ
る
。
河
川
の
工
事
は
、

あ
る
程
度
改
良
し
て
も
ら
わ
な
い
と
、
梅
雨
時
期
に

な
れ
ば
氾
濫
が
起
こ
る
の
で
は
な
い
の
か
。

　
令
和
５
年
７
月
の
大
雨
災
害
を
受
け
、
原
形
復

旧
で
は
耐
え
き
れ
な
い
状
況
が
起
き
た
。
災
害
の
発

生
原
因
を
除
去
す
る
よ
う
な
工
法
に
よ
り
、
再
度
災

害
防
止
の
徹
底
に
努
め
る
と
聞
い
て
い
る
。

　
全
国
的
に
消
防
団
員
が
減
っ
て
き
て
い
る
。
ど

の
よ
う
な
対
策
が
議
論
さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

消
防
団
員
の
負
担
軽
減
を
考
え
て
ほ
し
い
。

　
各
分
団
に
お
い
て
、
活
動
に
必
要
な
団
員
数
の

検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。
定
年
延
長
や
消
防
団
経
験

者
の
再
入
団
等
に
つ
い
て
も
協
議
さ
れ
て
い
る
。
消

防
団
員
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て
は
、
議
会
と
し
て
真

摯
に
受
け
止
め
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
３
月
定
例
会
に
お
い
て
、
消
防

団
の
定
数
が
９
７
９
人
か
ら
７
８
４
人
に
変
更
さ
れ
、
出

動
手
当
も
見
直
さ
れ
ま
し
た
。
　
▼
見
直
し
の
内
容 

Ｐ
16

A

AA

Q

Q

Q

こ
う
な
り
ま
し
た

【議会報告会】【議会報告会】

ご参加いただいた皆さん　ありがとうございました

飛
び
出
せ
！
議
会

議
会
意
見
交
換
会
を

開
催
し
ま
し
た

令
和
６
年
２
月
２
日
㈮ 

19
時
〜

今
回
の
議
会
意
見
交
換
会
は
、
甘
木
会
場
・
杷
木
会
場
に
て

開
催
し
ま
し
た
。

議
会
意
見
交
換
会
は
、
議
会
や
委
員
会
の
審
議
内
容
等
を
お

知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
市
政
全
般
に
対
す
る
市
民
の
意
見

を
聴
き
、
議
会
活
動
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
取
組
で
す
。

今
後
の
市
の
課
題
や
将
来
へ
の
理
想
な
ど
を
ざ
っ
く
ば
ら
ん

に
語
り
合
い
、
皆
さ
ん
の
声
、
ま
た
議
員
の
声
を
お
互
い
身

近
に
感
じ
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

議会をもっと身近に
　いただいた貴重なご意見は議会内で共有し、市の課題解決に向けた議
員および議会活動に生かすよう努めます。
　朝倉市議会は、今後も市民に開かれた議会を目指します。

参加者の声若い人が参加しようと
思える意見交換会にし
てほしい

要望が多く、意見交換
になっていない

市内３か所、日時を
変えて開催してほしい

初めて参加
したが、意
見交換会は
よかった

意見を言う
時間が足りない

甘木会場

杷木会場
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現
庁
舎
の
跡
地
活
用
は
ど
う
な
る
の
か
。
住
民

の
不
安
が
な
い
よ
う
な
形
で
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

　
現
庁
舎
と
別
館
は
解
体
す
る
方
向
。
跡
地
利
用

に
つ
い
て
は
、
甘
木
公
園
を
生
か
し
た
活
用
を
検
討

し
て
い
く
。

　
個
別
避
難
計
画
に
お
け
る
避
難
支
援
を
行
う
に

あ
た
り
、
要
支
援
者
に
け
が
を
負
わ
せ
た
場
合
や
、

支
援
者
本
人
が
け
が
を
し
た
場
合
に
対
す
る
補
償
制

度
が
な
い
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
避
難
支
援
活
動
が
困

難
で
あ
る
。

　
要
支
援
者
に
け
が
を
負
わ
せ
た
場
合
で
あ
っ
て

も
、
支
援
者
は
責
任
を
問
わ
れ
な
い
。
現
在
の
市
民

活
動
保
険
で
は
、
災
害
時
の
避
難
行
動
は
対
象
と
な

ら
な
い
た
め
、
市
は
兵
庫
県
な
ど
の
先
進
事
例
を
調

査
・
研
究
し
て
い
る
。

　
老
朽
化
し
た
空
家
の
解
体
に
つ
い
て
、
危
険
度

に
応
じ
た
順
位
を
つ
け
て
対
応
し
て
ほ
し
い
。

　
意
見
と
し
市
に
伝
え
る
。

　
街
の
幸
福
度
自
治
体
ラ
ン
キ
ン
グ
で
、
福
岡
県

で
は
大
刀
洗
町
が
１
位
で
あ
っ
た
。
若
い
世
代
・
子

育
て
世
代
が
集
ま
る
ま
ち
づ
く
り
を
。

　
「
朝
倉
市
が
一
番
住
み
や
す
い
」
と
喜
ん
で
い
た
だ

け
る
ま
ち
に
す
る
た
め
、
議
会
も
努
力
し
て
い
き
た
い
。
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「
市
役
所
や
議
会
で
は
、
業
務
継
続
計
画
(
Ｂ
Ｃ
Ｐ
)

を
策
定
し
て
い
る
の
か
」
と
の
質
疑
に
対
し
、
確
認

し
て
回
答
す
る
と
し
て
い
ま
し
た
。

市
と
議
会
、
そ
れ
ぞ
れ
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を
策
定
し
て
い
ま

す
。
こ
の
掲
載
を
も
っ
て
、
回
答
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。
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参
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く
ゆ
う
館
　
参
加
者
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人
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５
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７
月
の
豪
雨
災
害
か
ら
半
年
が
経
つ

が
、
通
行
止
め
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
地

元
の
住
民
は
、
大
変
不
便
な
生
活
を
し
て
お
り
、
な

る
べ
く
早
い
工
事
を
お
願
い
し
た
い
。

　
災
害
が
発
生
し
て
半
年
以
上
、
復
旧
工
事
へ
の

動
き
が
全
く
な
い
と
思
わ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。

令
和
５
年
10
月
中
旬
か
ら
12
月
ま
で
は
、
被
災
箇

所
の
災
害
査
定
を
受
け
て
い
る
期
間
で
あ
っ
た
。
今

後
、
工
事
を
行
う
段
階
に
な
っ
た
と
き
な
ど
、
地
元

に
対
す
る
説
明
を
行
っ
て
い
く
よ
う
、
市
に
伝
え
て

い
る
。

　
平
成
29
年
７
月
九
州
北
部
豪
雨
か
ら
の
復
旧
工

事
は
、
原
形
復
旧
で
行
わ
れ
る
。
河
川
の
工
事
は
、

あ
る
程
度
改
良
し
て
も
ら
わ
な
い
と
、
梅
雨
時
期
に

な
れ
ば
氾
濫
が
起
こ
る
の
で
は
な
い
の
か
。

　
令
和
５
年
７
月
の
大
雨
災
害
を
受
け
、
原
形
復

旧
で
は
耐
え
き
れ
な
い
状
況
が
起
き
た
。
災
害
の
発

生
原
因
を
除
去
す
る
よ
う
な
工
法
に
よ
り
、
再
度
災

害
防
止
の
徹
底
に
努
め
る
と
聞
い
て
い
る
。

　
全
国
的
に
消
防
団
員
が
減
っ
て
き
て
い
る
。
ど

の
よ
う
な
対
策
が
議
論
さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

消
防
団
員
の
負
担
軽
減
を
考
え
て
ほ
し
い
。

　
各
分
団
に
お
い
て
、
活
動
に
必
要
な
団
員
数
の

検
討
が
な
さ
れ
て
い
る
。
定
年
延
長
や
消
防
団
経
験

者
の
再
入
団
等
に
つ
い
て
も
協
議
さ
れ
て
い
る
。
消

防
団
員
の
負
担
軽
減
に
つ
い
て
は
、
議
会
と
し
て
真

摯
に
受
け
止
め
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
３
月
定
例
会
に
お
い
て
、
消
防

団
の
定
数
が
９
７
９
人
か
ら
７
８
４
人
に
変
更
さ
れ
、
出

動
手
当
も
見
直
さ
れ
ま
し
た
。
　
▼
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の
内
容 
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こ
う
な
り
ま
し
た

【議会報告会】【議会報告会】

ご参加いただいた皆さん　ありがとうございました

飛
び
出
せ
！
議
会

議
会
意
見
交
換
会
を

開
催
し
ま
し
た

令
和
６
年
２
月
２
日
㈮ 

19
時
〜

今
回
の
議
会
意
見
交
換
会
は
、
甘
木
会
場
・
杷
木
会
場
に
て

開
催
し
ま
し
た
。

議
会
意
見
交
換
会
は
、
議
会
や
委
員
会
の
審
議
内
容
等
を
お

知
ら
せ
す
る
と
と
も
に
、
市
政
全
般
に
対
す
る
市
民
の
意
見

を
聴
き
、
議
会
活
動
に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
取
組
で
す
。

今
後
の
市
の
課
題
や
将
来
へ
の
理
想
な
ど
を
ざ
っ
く
ば
ら
ん

に
語
り
合
い
、
皆
さ
ん
の
声
、
ま
た
議
員
の
声
を
お
互
い
身

近
に
感
じ
る
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

議会をもっと身近に
　いただいた貴重なご意見は議会内で共有し、市の課題解決に向けた議
員および議会活動に生かすよう努めます。
　朝倉市議会は、今後も市民に開かれた議会を目指します。

参加者の声若い人が参加しようと
思える意見交換会にし
てほしい

要望が多く、意見交換
になっていない

市内３か所、日時を
変えて開催してほしい

初めて参加
したが、意
見交換会は
よかった

意見を言う
時間が足りない

甘木会場

杷木会場

19 令和６年６月１日号　あさくら市議会だより



P２
令
和
６
年
度
予
算

P12
議
会
意
見
交
換
会

P10
一
般
質
問

２
月
19
日
、
蜷
城
小
学
校
に
お
い
て
創
立

１
５
０
周
年
記
念
の
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

能
楽
師
大
倉
正
之
助
氏
の
大
鼓
の
音
と
、

世
界
で
活
躍
す
る
書
家
加
藤
シ
オ
ー
氏
に
よ

る
「
龍
」
の
大
書
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
迫
力

に
、
会
場
か
ら
は
感
嘆
の
た
め
息
が
漏
れ
て

い
ま
し
た
。

５
月
11
日
、
市
内
の
中
学
校

で
体
育
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

杷
木
中
学
校
で
は
、
生
徒
数

の
減
少
に
よ
り
、
本
年
度
か
ら

２
班
に
分
か
れ
競
技
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
短
い
準
備
期
間
で
立

派
に
体
育
祭
を
や
り
遂
げ
た
生

徒
さ
ん
達
の
は
じ
け
る
よ
う
な

笑
顔
に
、
た
く
さ
ん
の
元
気
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

表
紙
の
風
景

議
員
の
１
枚

広
報
委
員
会
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【一般質問追跡】

あ
さ
く
ら

市
議
会
だ
よ
り

令
和
６
年

６
.1

N
o.73

　令和５年１０月１９日～２０日、京都
府宇治市で開催された「第２５回全国鵜
飼サミット宇治大会」に参加しました。

鵜飼が存続し、原鶴の活性化や朝倉市の観光
振興にプラスになると体感することが必要。
前向きに検討したい。

全国鵜飼サミットに鵜匠だけでなく、行政職
員も参加し、参加者の声を聞き、意見を取り
入れてはどうか。　（令和５年３月定例会）

▲

伝
統
あ
る
原
鶴
の
鵜
飼

６月13日

６月18日～20日

６月20日

６月21日～25日

６月28日

次回定例会の予定

開会日

一般質問

議案質疑

常任委員会

閉会日 

※６月７日の議会運営委員会
で変更になる場合があります。

３
月
議
会
の
一
般
質
問
で

は
、10
人
の
議
員
が
持
ち
時
間

70
分
を
存
分
に
使
い
、熱
い
議

論
を
交
わ
し
ま
し
た
。議
会
事

務
局
で
は
、４
月
に
本
市
初
と

な
る
女
性
局
長
が
誕
生
。新
た

な
風
を
吹
き
込
ん
で
く
れ
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
梅
雨
に
入
り
ま

す
。議
員
一
同
、皆
さ
ま
の
無

事
、安
穏
の
た
め
に
全
力
を
注

ぎ
ま
す
。

く
ま
も
と

ま
さ
ひ
ろ

と
く
な
が

ひ
で
と
し

ひ   

の

や
す
の
ぶ

い
い  

だ

い
し  

い

さ 

な
え

せ
い  

じ

わ
た
な
べ

つ
よ
し

委
員
長
　
　
熊
本
　
正
博

副
委
員
長
　
徳
永
　
秀
俊

委
員
　
　
　
渡
辺
　
　
毅

委
員
　
　
　
飯
田
　
早
苗

委
員
　
　
　
石
井
　
清
治

委
員
　
　
　
日
野
　
泰
信

お

お 

く

ら

し

ょ

う 

の 

す

け

お
お
つ
づ
み


